
　秋晴れのなか、福井保育所で行われた “ ふれあいうんどうかい ” で、お父さん、お母さんと
「つなひき」をする園児のみなさん。見ている側も力が入ります。（10月２日撮影）
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通
信
指
令
室
に
１
１
９
番
通
報
が
鳴
り
響
い

た
。
そ
れ
ま
で
お
だ
や
か
だ
っ
た
空
気
が
一
変

す
る
。

　
「
１
１
９
番
で
す
。
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
。」

　

通
報
と
同
時
に
発
信
地
表
示
シ
ス
テ
ム
が
作

動
し
、
通
報
者
の
現
在
地
を
捉
え
る
。
音
声
合

成
装
置
に
よ
る
予
告
指
令
放
送
が
署
内
に
流
れ

緊
張
感
が
高
ま
っ
た
。
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
の
向
こ
う

で
は
助
け
を
求
め
る
声
が
震
え
て
い
る
。
通
報

者
を
落
ち
着
か
せ
な
が
ら
、
出
動
指
令
を
出
す

た
め
に
必
要
な
場
所
、
傷
病
者
の
人
数
、
現
場

の
状
況
な
ど
を
聞
き
取
っ
て
い
く
。

　

そ
の
こ
ろ
、
１
階
で
は
消
防
隊
員
が
慌
た
だ

し
く
出
動
（
出
場
）
準
備
を
し
て
い
た
。
モ
ニ

タ
ー
で
通
報
内
容
を
確
認
す
る
隊
長
か
ら
指
示

が
飛
ぶ
。
高
ぶ
る
緊
張
感
の
な
か
、
声
を
掛
け

合
い
素
早
く
車
両
へ
駆
け
込
む
隊
員
。
出
動
指

令
と
同
時
に
赤
色
灯
が
灯
さ
れ
サ
イ
レ
ン
が
鳴

ら
さ
れ
た
。

　

消
防
隊
員
が
向
か
う
先
。
そ
れ
は
、
１
秒
を

争
う
世
界—

。

　

現
場
に
急
行
す
る
車
両
か
ら
届
く
無
線
の
や

り
取
り
と
、
相
次
ぐ
問
い
合
わ
せ
の
電
話
の
対

応
に
追
わ
れ
、
通
信
指
令
室
は
一
時
騒
然
と

な
っ
た
。

　

阿
南
市
で
は
、
年
間
約
７
，
０
０
０
件
も
の

１
１
９
番
通
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
市
民
の

生
命
や
身
体
、
財
産
を
守
る
た
め
、
24
時
間
体

制
で
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
見
守
り
続
け
て
い
る

常
備
消
防
隊
員
の
活
動
現
場
に
密
着
し
た
。

119番通報の向こう側

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

　

消
防
隊
員
が
向
か
う
先

　
　

そ
れ
は
１
秒
を
争
う
世
界

人
命
救
助
の
第
一
報

特 集
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通信指令室のようす

119番通報に対応する情報管制課員

消防署を出動する消防隊

災害現場で指揮を執る消防隊員

消防署を出場する救急車

出動前にモニターで災害情報の確認をする隊員

119番通報で大切な３つの伝達事項

●教えていただきたいのは
１．何が起きているのか？（火事？救急？それとも救助？）
２．場所はどこなのか？（住所または目標物の名称や経路など）
３．どんな状況なのか？（くわしい状況を分かる範囲で）

 119番、消防です。どうしましたか？
「火事です。」「救急です。」「救助が必要です。」

  場所はどこですか？
「阿南市○○町△△×╳番地、◎◎事業所・□□宅です。」
「○○町です。国道◇号線から東へ約○㍍で、近くに◆があり
ます。」

  どのような状況ですか？
「家の１階から火が出てます。２階に１人残っています。」
「70歳のおばあさんが急に倒れて意識がありません。」
「交通事故でけが人は３人。うち１人は車に閉じ込められてい
ます。」
「水難事故です。男性１人が川に流され行方がわかりません。」

  あなたのお名前と電話番号を教えてください。
電話をかけ直すことがあります。

正確な情報伝達が人命救助につながります。
そのためにも、落ち着いて情報伝達をしてください。
特に、場所が特定できなければ出動（出場）できません。そして、
傷病人等の人数によって、出場する救急車の台数が決まります。

● 119番通報の受け付け
　指令台に入電（通報）と同時にシステムが起動します。受信
した電話番号情報から発信場所を特定して音声合成装置により
本署及び出動（出場）車両が所属する出張所や移動車両に予告
指令放送が流れます。

●災害種別の決定と出動指令
　通報により災害種別（火災・救急・救助等）や場所を特定し、
事案に対する車両が確定した時点で本指令として災害状況案内
等を喚起して出動態勢に移行します。

●災害情報の伝達
　災害種別に応じて市民への災害情報（☎ 22－ 9999）の伝達、
消防団や関係機関、消防職員への災害事案の喚起を行います。

通報から出動（出場）まで
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本
市
の
消
防
体
制

　

本
市
の
消
防
体
制
は
、
消
防
本
部

及
び
消
防
署
と
南
出
張
所
、
西
出
張

所
の
３
箇
所
を
拠
点
に
第
１
次
出
動

（
出
場
）
態
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
。

消
防
組
織
は
、
消
防
本
部
に
４
課
と

消
防
署
に
３
課
（
南
・
西
出
張
所
含

む
）
と
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
１
１
９
番
通
報
は
情
報
管
制
課

で
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防

隊
員
に
は
消
防
、
救
急
、
救
助
隊
員

と
消
防
救
急
兼
務
隊
員
が
所
属
し
、

24
時
間
３
部
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

１
１
９
番
通
報
が
最
も
多
い
救
急

で
は
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
救
急

需
要
に
応
え
る
た
め
、
救
急
救
命
士

の
養
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
現
在

17
人
が
資
格
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
が
保
有
す
る
４
台
の
救
急

車
す
べ
て
が
充
実
し
た
資
機
材
を
搭

載
す
る
高
規
格
救
急
車
で
す
。

　

消
防
で
は
、
地
元
の
消
防
団
や
警

察
な
ど
と
連
携
し
、
迅
速
か
つ
安
全

な
消
火
活
動
が
で
き
る
態
勢
を
構
築

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
市
は
石
油

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区
域
に

指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
梯
子
付
大

型
高
所
放
水
車
、
大
型
化
学
消
防
車
、

泡
原
液
搬
送
車
も
配
備
し
て
い
ま
す
。

　

事
故
現
場
で
人
命
救
助
に
当
た
る

救
助
隊
（
本
署
12
人
）
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
故
を
想
定
し
て
救
助
・
捜
索

－ 救急  １次出場態勢を３つのエリアに分けています－

阿南市
★

津乃峰
大潟
橘
桑野

新野
福井
椿

南出張所

羽ノ浦
中野島の一部
大野
加茂谷
宝田
長生

西出張所 那賀川
富岡
中野島の一部
見能林

本　　署

阿南地区石油コンビナート
等特別防災区域

火
災
の
場
合
は

本
署
が
全
域
を
管
轄

問い合わせ・案内等
2,123件救急 2,816件

間違い・いたずら 316件合計 6,799件

警戒 113件 救助 47件

火災 47件

その他
（試験など）
1,337件

119番通報の内訳（2009年）
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119番通報の回線区分別内訳の推移
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救急出場件数と１日平均の推移
死亡 70件

重症
（３週間以上）
 424件

中等症
（入院１日～３週間）

1,097件

軽症
1,273件

合計
2,864件

傷病程度搬送状況（2009年）

自然災害 0件

その他
240件

交通事故
354件

一般負傷
420件

急病
1,783件

労働災害 46件

自損行為 39件 運動競技 18件
加害 13件

火災 5件
水難 2件

合計
2,920件

救急出場の事故別内訳（2009年）

正
確
な
情
報
伝
達
が

生
存
率
を
高
め
ま
す

　

平
成
21
年
の
救
急
車
の
出
場
件
数

は
２
，９
２
０
件
（
１
日
平
均
８
件
）

と
、
10
年
前
に
比
べ
て
約
１
・
４
倍

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進

む
な
か
、
こ
う
し
た
救
急
需
要
の
高

ま
り
は
今
後
も
続
く
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
左
図
の
カ
ー
ラ
ー
の
救
命

曲
線
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
い
か

に
早
く
手
当
す
る
か
が
生
存
率
を
高

め
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

迅
速
か
つ
正
確
な
消
防
活
動
を
行
う

た
め
に
は
、
正
確
な
情
報
伝
達
が
必

要
で
あ
り
、
１
１
９
番
通
報
へ
の
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

100
（％）

75

50

25

0

7.730秒 1分 2 3 5 10 15 30 1時間〔時間経過〕

救急車を要請して到着するまでの平均時間

（
死
亡
率
）

心
臓
停
止

1

呼
吸
停
止

2

多
量
出
血

3

　
フ
ラ
ン
ス
の
救
急
専
門
医
カ
ー
ラ
ー
が
１
９

８
１
年
に
報
告
し
た
も
の
。
日
本
で
は
、
救
急

車
を
要
請
し
て
か
ら
現
場
到
着
ま
で
が
平
均
約

７
・
７
分
。
現
場
に
居
合
わ
せ
た
方
の
１
１
９

番
通
報
や
救
命
活
動
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

①
心
臓
停
止
後
約
３
分
で
50
％
死
亡

②
呼
吸
停
止
後
約
10
分
で
50
％
死
亡

③
多
量
出
血
後
約
30
分
で
50
％
死
亡

カーラーの救命曲線 平成21年度版
消防白書より（ ）

※
試
験
通
報
な
ど
を
除
く
。
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訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年

４
月
に
は
潜
水
隊
（
14
人
）
が
組
織

さ
れ
、
水
難
事
故
へ
の
対
応
も
強
化

し
て
い
ま
す
。

　

空
か
ら
の
消
防
活
動
が
必
要
な
場

合
や
、
離
島
・
へ
き
地
へ
の
救
急
出

場
に
は
、
県
消
防
防
災
ヘ
リ
（
ま
た

は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
）
が
対
応
し
ま
す
。

本
市
か
ら
も
職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
、

広
域
的
か
つ
高
度
な
消
防
活
動
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
消
防
団
の
操
法
技
術

の
指
導
や
、
普
通
・
上
級
救
命
講
習

会
等
の
実
施
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
な
ど
を
通
し
て
、
消
防
活
動
の

普
及
・
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市　
長

（
消
防
長
）

消
防
本
部

消
防
団

（
消
防
署
長
）

消
防
署

総　務　課

警　防　課

予　防　課

情報管制課

第一消防課

第二消防課

第三消防課

本　　署
消防18、救助12
救急9、消防救急兼務9
西出張所
消防3、消防救急兼務9
南出張所
消防3、消防救急兼務9	
※数字は職員数

阿南市の
消防体制

上級救命講習のようす。（９月）

　

傷
病
者
発
生
時
に
必
要
な
観
察
要

領
や
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

法
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
平
成

21
年
度
の
受
講
者
数
は
、
普
通
救
命

講
習
が
36
団
体
５
９
２
人
、
上
級
は

16
人
で
し
た
。

救
命
講
習
を
受
け
ま
し
ょ
う

県
消
防
防
災
ヘ
リ
「
う
ず
し
お
」
で
訓
練
す
る
大
前
隊
員
。

市
消
防
操
法
大
会
で
審
判
員
を
務
め
る
よ
う
す
。

幼稚園児の消防署見学のようす。

新たに採用された消防職員が消防学校
で初任教育を受けるようす。

（６カ月間）

火災警報器設置キャンペーンのようす。

自主防災訓練で消火器の使用法などを説明するようす。 消防救助技術四国地区指導会のようす。

操法技術を消防署員に学ぶ消防団員。 潜水隊が桑野川で救助・捜索訓練をするようす。

各種イベントにも参加。 消防一日体験で救急車の資機材について説明するようす。
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Ｑ　119 番通報に市外局番はありませんが、必ず最寄りの消防署につながるのはなぜですか。
Ａ	 阿南市内の固定電話からの119番通報は、すべて市消防本部につながる仕組みになっています。携帯電話も同様で
すが、市町村の境界付近では隣接する他の消防本部につながってしまう場合があります。その場合は、所管する消防
本部へ転送します。

Ｑ　携帯か固定電話か、いずれの通報も可能な場合はどちらがよいですか。
Ａ	 できるだけ固定電話から通報してください。システムで固定電話の位置情報をおおよそ把握しているため位置情報が
瞬時に検索され出動指令等も円滑に行えます。携帯電話の場合、GPS機能付きか否かで発信地の特定に時間を要す
るため、固定電話に比べて出動指令等が遅くなる場合があります。なお、傷病人等の状況を確認しますので事故等の
現場から近い電話をお勧めします。

Ｑ　通報者の名前や電話番号は個人情報ですが、言わなければなりませんか。
Ａ	 電話番号の確認は場所の特定のために不可欠です。また、口頭指導による現場対応や第一通報後の状況、発見状況な
どを確認する場合があるため、名前や電話番号についても確認しています。

Ｑ　交通事故で負傷者がいる場合、先に110番通報ですか、それとも119番通報ですか。
Ａ	 人命を第一に考え、先に119番通報してください。次に110番通報をしてください。
Ｑ　大規模災害時には119番通報が殺到するおそれがありますが、対応はどのようになっていますか。
Ａ	 最大10回線で対応しますが、災害が長期化する場合は、応援協定に基づいて他市町村や県などに応援を求めること
になります。

Ｑ　聴覚障がいを持つ方が119番通報する場合、電話以外に何か方法はありますか。
Ａ	 ファクシミリによる受け付けが可能で、番号は☎22－1190です。なお、希望者には事前に送信用紙をお配りして
います。

Ｑ　今日の救急指定病院がどこか、火災や事故等がどこで発生しているのかを知りたいのですが、何番に電話すれば教え
ていただけますか。

Ａ	 ☎22－9999で音声による案内を24時間行っています。直接お問い合わせいただく場合は☎22－1120です。
Ｑ　小さい子どもの熱性痙れん時の応急手当はどのようにしたらよいのでしょうか。
Ａ	 小さい子どもは脳も成長過程で、体温の調節機能が未熟なためによく発熱して痙れんを起こすことがありますが、通
常、数分で治まります。慌てずしっかりと状態を観察して、後で医師に報告しましょう。過度な発熱時は氷のう等を
腋の下・首の後ろに当てて体温を下げてあげましょう。

Ｑ　事故現場から診療可能な病院が近いのですが、救急車を呼んだ方がよいのでしょうか。
Ａ	 通常の平日診療時に限られますが、脳以外の傷病で誰が見ても軽症等であり傷病者が自力歩行可能な場合は、直接
病院へ行った方が早い場合があります。それ以外は救急車を利用してください。

Ｑ　救急車で病院へ搬送する際に、付き添いは必要ですか。
Ａ	 基本的に必要（１人）ですが、状況によって無理な場合もあります。
Ｑ　かかりつけの医師がいるなど救急搬送先の病院を指定できますか。また、市外で事故した場合、阿南市内の病院へ

の搬送も可能でしょうか。
Ａ	 優先的に考慮します。市外では、当該地区の救急隊にその旨を伝えて、ご相談ください。
Ｑ　救急車を呼んだほうが良い場合の明確な基準はありますか。
Ａ	 基準はありません。症状が重症化するおそれがあり、病院への搬送手段を持ち合わせていない場合は、ためらわず
119番通報してください。

Ｑ　近所迷惑になるので、自宅付近では救急車のサイレンを鳴らさずに来てほしいのですが。
Ａ	 道路交通法に基づいて運行していますので、安全が確保できる位置まではサイレンを鳴らさなくては走行できませ

んのでご理解ください。なお、入り組んだ場所や見通しの悪い所では、できるだけ救急車の誘導にご協力ください。
Ｑ　１台の救急車に何人の患者が乗れますか。
Ａ	 重症患者は１人で、状況に応じて２人から４人まで搬送可能です。

Ｑ　火事の場合、地元の消防団員に連絡するのでも構いませんか。
Ａ	 必ず消防署に通報してください。消防署から最寄りの消防団に連絡をします。
Ｑ　枯れ草に火が燃え移り、大きな炎を上げて燃え広がっています。周辺に民家等はありませんが、119番通報したほう

がよいのでしょうか。
Ａ	 火の粉の飛散による飛び火の拡大や思わぬ速度での延焼拡大も考えられますので、直ちに119番通報してください。

Ｑ＆Ａ119番通報に関する
一般的なこと

火災に関すること

救急に関すること
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（
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
０
３

－

５
８
６
０

－

２
７
４
８
）
へ

受
付
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

（
土
日
祝
日
除
く
）。　

市
民
生
活
課

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
確

定
申
告
や
年
末
調
整
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
で
す
。
国
民
年
金
保
険

料
を
申
告
す
る
場
合
に
は
、「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
ま
た
は
「
領
収
書
」
を
添

付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
９
月
30
日
ま
で

に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
額
を

証
明
し
た
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月

上
旬
（
10
月
以
降
に
、
そ
の
年
初
め

て
納
付
さ
れ
た
方
は
来
年
２
月
上

旬
）
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
時
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０

－

０
７
０

－

１
１
７

※
Ｉ
Ｐ
電
話
は
☎
０
３

－

６
７
０
０

－

１
１
３
０
）
へ　
　

保
険
年
金
課

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対

す
る
特
別
給
付
金
請
求
の
受
け
付
け

が
10
月
25
日
㈪
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

対
象
者　
平
成
22
年
６
月
16
日
に
日

本
国
籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方
。

受
付
期
限　
平
成
24
年
３
月
31
日

※
特
別
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
届
い
て
い
な
い

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
独
立
行
政
法
人
平

和
祈
念
事
業
特
別
基
金　

事
業
部
特

別
給
付
金
担
当　

☎
０
５
７
０

－

０

５
９

－

２
０
４
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

阿
南
市
へ

●
金
一
千
五
百
万
円

日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社　

代
表

取
締
役　

小
川
英
治
様
よ
り
市
街

地
の
活
性
化
を
図
る
た
め
牛
岐
城

趾
公
園
整
備
事
業
城
山
法
面
景
観

改
良
工
事
の
資
金
と
し
て

●
金
一
封

山
崎
ま
さ
よ
し
様
、
西　

慎
嗣
様

か
ら
阿
南
市
の
自
然
環
境
保
護
の

た
め
に

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

　

先
日
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
に
根
岸
英
一
さ
ん
（
米
国

パ
デ
ュ
ー
大
学
特
別
教
授
・
75
歳
）、
鈴
木　

章
さ
ん

（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
・
80
歳
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

二
人
の
受
賞
で
日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
は
18
人

と
な
り
、
そ
の
内
15
人
は
自
然
科
学
系
の
受
賞
と
な
り
、

改
め
て
日
本
の
基
礎
科
学
の
底
力
を
示
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
受
賞
理
由
は
、「
ク
ロ
ス
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
反

応
」
…
わ
か
り
や
す
く
言
う
と
本
来
結
合
さ
せ
る
の
が

難
し
い
化
合
物
同
士
を
、
自
在
に
く
っ
つ
け
る
た
め
の

「
の
り
」
の
機
能
の
開
発
と
い
う
こ
と
に
な
る
そ
う
で

す
。
こ
の
発
明
に
よ
り
液
晶
パ
ネ
ル
や
、有
機
Ｅ
Ｌ（
エ

レ
ク
ト
ロ
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス
）
の
素
材
、
医
薬
品
や
農

薬
の
合
成
な
ど
幅
広
い
分
野
で
日
本
企
業
の
競
争
力
を

底
支
え
し
て
い
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
は
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト

を
発
明
し
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル
の
遺
産
を
も

と
に
し
た
基
金
で
１
９
０
１
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。
ノ

ー
ベ
ル
の
遺
言
に
よ
り
、
物
理
学
、
化
学
、
医
学
生
理

学
、
文
学
、
平
和
、
経
済
学
（
経
済
学
賞
だ
け
は
１
９

６
８
年
に
創
設
）
の
分
野
で
「
人
類
に
最
大
の
貢
献
を

も
た
ら
し
た
人
々
」
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

　

鈴
木　

章
さ
ん
は
、
男
女
６
人
兄
弟
、
理
髪
店
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
13
歳
の
時
に
お
父
さ

を
読
ん
で
い
た
と
い
う
少
年
は
、
現
役
で
北
海
道

大
学
に
合
格
し
ま
し
た
が
、
母
親
に
負
担
を
か
け

な
い
よ
う
に
と
学
費
を
稼
ぐ
た
め
一
年
間
休
学
し
、

町
内
の
小
学
校
で
講
師
を
務
め
た
そ
う
で
す
。

　

若
手
研
究
者
に
対
し
て
は
、「
画
期
的
な
発
見

を
す
る
に
は
、
起
き
て
い
る
現
象
や
自
然
を
直
視

す
る
謙
虚
な
心
と
、
小
さ
な
光
も
見
逃
さ
な
い
注

意
力
と
旺
盛
な
研
究
意
欲
が
必
要
だ
。
神
が
与
え

る
幸
運
も
あ
る
が
、
手
を
抜
い
て
は
決
し
て
幸
運

は
や
っ
て
こ
な
い
。」と
諭
す
強
い
意
志
の
人
で
す
。

　

最
近
、
阿
南
市
横
見
町
出
身
で
、
た
ん
ぱ
く
質

合
成
技
術
を
開
発
さ
れ
た
遠
藤
弥
重
太
さ
ん
（
愛

媛
大
学
教
授
）
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
に
あ
が
っ
て

い
る
と
仄
聞
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
お
二
人
の

ご
受
賞
を
聞
き
、
近
い
将
来
こ
の
阿
南
市
か
ら
ノ

ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
誕
生
す
る
こ
と
に
期
待
を
し

て
い
ま
す
。

【
11
月
の
休
館
日
は
】

☎21－3030

1
・
8
・
15
・
22
・
29
日

船
瀬
温
泉

－

市
長
通
信

－

お
元
気
で
す
か

阿
南
市
長
　
岩
　
浅
　
嘉
　
仁

日本人のノーベル賞受賞者

受賞年 氏　名 分野 出身大

昭　
　

和

24 湯川　秀樹 物理学 京　大
40 朝永振一郎 物理学 京　大
43 川端　康成 文　学 東　大
48 江崎玲於奈 物理学 東　大
49 佐藤　栄作 平　和 東　大
56 福井　謙一 化　学 京　大

62 利根川　進 医学・
生理学 京　大

平　
　

成

  6 大江健三郎 文　学 東　大
12 白川　英樹 化　学 東工大
13 野依　良治 化　学 京　大

14 小柴　昌俊 物理学 東　大
田中　耕一 化　学 東北大

20

小林　　誠 物理学 名　大
益川　敏英 物理学 名　大
南部陽一郎 物理学 東　大
下村　　脩 化　学 長崎大

22 鈴木　　章 化　学 北　大
根岸　英一 化　学 東　大

（敬称略、南部氏は米国籍）

−

ノ
ー
ベ
ル
賞

−

ん
が
病
気
で
亡
く
な

る
と
、
母
・
ナ
エ
さ

ん
が
洋
服
の
行
商
を

営
み
な
が
ら
、
女
手

一
つ
で
子
ど
も
た
ち

を
育
て
た
そ
う
で
す
。

道
を
歩
き
な
が
ら
本
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役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
助
成
事
業

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
を
活
用
し

て
自
ら
の
手
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

助
成
対
象

●
市
の
活
性
化
及
び
地
域
の
振
興
に

つ
な
が
る
市
民
の
自
発
的
な
活
動

（
地
域
イ
ベ
ン
ト
・
文
化
活
動
・
ス
ポ

ー
ツ
・
地
域
産
業
の
掘
り
起
こ
し
等
）

●
海
外
視
察
研
修
（
本
市
に
２
年
以

上
在
住
し
年
齢
が
満
10
歳
か
ら
49
歳

ま
で
の
方
で
、
視
察
研
修
の
体
験
が

地
域
づ
く
り
の
実
践
に
つ
な
が
る
と

考
え
ら
れ
る
方
）

申
請
方
法
及
び
交
付
の
決
定　
助
成

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
地
域
支
援
課

備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
12
月
24
日
㈮
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
基
金
運
営
委

員
会
で
審
議
し
交
付
を
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
地
域
支
援
課
（
☎

22

－

７
４
０
４
）
へ

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

（
応
用
編
）の
開
催

　

パ
ソ
コ
ン
活
用
の
た
め
の
応
用
技

術
の
習
得
を
め
ざ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　
市
在
住
の
在
宅
障
が
い

者
で
、
パ
ソ
コ
ン
使
用
の
基
礎
知
識

環境と

くらし

シリーズ

〈№ 8〉

「
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！
」

●
阿
南
市
で
は
一
部
心
な
い
人
に

よ
る
山
林
、
道
路
沿
い
、
公
園
や

河
川
、
ト
ン
ネ
ル
、
空
き
地
等
へ

の
ご
み
の
不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。「
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
は
、
廃

棄
物
を
投
棄
し
た
場
合
、
５
年
以

下
の
懲
役
も
し
く
は
一
千
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
、
ま
た
は

こ
れ
を
併
科
さ
れ
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
、
街
の
美
観
を
損

ね
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
不
法

投
棄
を
誘
発
し
て
環
境
汚
染
を
引

き
起
こ
し
、
私
た
ち
の
生
活
環
境

に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

●
土
地
の
所
有
者
・
管
理
者
へ
の

お
願
い

　

不
法
投
棄
の
防
止
に
は
、
不
法

投
棄
を
さ
れ
な
い
環
境
を
つ
く
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
土
地
の
所
有

者
や
管
理
者
の
皆
さ
ん
は
、
む
や
み

に
ご
み
が
捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
に
適

正
に
管
理
し
、
不
法
投
棄
の
未
然
防

止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

●
不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら

　

一
人
ひ
と
り
が
不
法
投
棄
し
な
い

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
不
法
投
棄
現
場

を
目
撃
し
た
ら
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
等

を
警
察
に
通
報
す
る
な
ど
、「
不
法

投
棄
を
許
さ
な
い
」
意
識
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

　

不
法
投
棄
は
量
の
問
題
で
な
く
、

モ
ラ
ル
の
問
題
で
す
。
皆
さ
ん
の
手

で
豊
か
な
自
然
を
守
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
環
境
保
全
課
（
☎

22

－

３
４
１
３
）
へ

あぶない！こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

221件（1,971）
0人（       4）

47人（   383）

救 急 件 数
搬送人員

232件（2,272）
230人（2,208）

火 災 件 数
損 害 額

4件（     35）
7,531千円（33,861千円）

●阿南署管内平成22年９月分合計　(　)内は１月からの累計

が
あ
り
、
自
宅
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
で
き
る
環
境
に
あ
る
方
。

日
時　
12
月
７
日
〜
平
成
23
年
３
月

29
日
ま
で
の
火
曜
日
で
全
８
回
開
催

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

定
員　
８
人
（
受
付
順
）

募
集
期
間　
11
月
１
日
㈪
〜
12
日
㈮

受
講
料　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
３
，
０
０
０
円
が
必
要
。）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
福
祉

課
（
☎
22

－

１
５
９
２
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
22

－

１
８
１
３
）
へ

「
今
、伝
え
た
い　
徳
島・先

人
の
言
葉
た
ち
」巡
回
展

　

徳
島
ゆ
か
り
の
先
人
の
、
人
生
哲

学
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
言
葉
」
を
現

在
徳
島
県
内
で
活
躍
す
る
書
家
が
仕

上
げ
た
素
晴
ら
し
い
作
品
展
で
す
。

多
く
の
方
々
に
厳
し
い
時
代
を
生
き

抜
く
た
め
の
指
針
に
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
先
人
の
持
つ
魅
力
を
再

認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
の

徳
島
県
立
文
学
書
道
館
に
引
き
続
き

阿
南
市
で
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
27
日
㈯
〜
12
月
２
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
12
月

１
日
㈬
は
休
館
、
最
終
日
は
午
後
４

時
ま
で
）
※
入
場
無
料
。

場
所　
文
化
会
館　

研
修
室

問
い
合
わ
せ
は　
文
化
会
館
（
☎
21

－

０
８
０
８
）
へ

認
知
症
へ
の
理
解
と
支
援
に
つ
い
て

　

認
知
症
は
、
大
脳
の
細
胞
が
壊
れ

て
情
報
を
分
析
し
た
り
記
憶
し
た
り

思
い
出
し
た
り
す
る
認
知
機
能
が
低

下
し
た
た
め
に
生
活
が
困
難
に
な
っ

た
状
態
を
表
し
ま
す
。
認
知
症
の
人

を
介
護
す
る
う
え
で
最
大
の
問
題
点

は
、
症
状
を
理
解
す
る
難
し
さ
で
す
。

　

阿
南
高
齢
者
お
世
話
セ
ン
タ
ー

（
連
絡
先
は
広
報
あ
な
ん
９
月
号
に

掲
載
）
で
は
、
症
状
に
適
し
た
対
応

の
仕
方
や
高
齢
者
虐
待
等
へ
の
相
談

も
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ
は　
介
護
保
険
課
（
☎

22

－

１
７
９
３
）
へ

は
つ
ら
つ
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

指
導
者
ク
リ
ニ
ッ
ク
参
加
者
募
集

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
指
導
者
な
ど
を
対

象
に
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
20
日
㈯　

午
後
２
時
〜

４
時

場
所　
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー

講
師　
元
日
本
代
表
選
手
（
３
人
）

持
っ
て
く
る
も
の　
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
、
タ
オ
ル

申
込
締
切
日　
11
月
12
日
㈮

問
い
合
わ
せ
は　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

(

☎
22

－

３
３
９
４)

へ
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市
税
の
口
座
振
替
に
ご
協
力
を
！

　

11
月
を
口
座
振
替
推
進
月
間
と
し

て
口
座
振
替
制
度
ご
利
用
の
推
進
の

た
め
、
市
職
員
が
訪
問
し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、
住
宅
使
用
料
、
水

道
使
用
料
、
保
育
料
等
の
訪
宅
に
よ

る
一
斉
徴
収
も
行
い
ま
す
。
納
め
忘

れ
が
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
対
象
と
な
る
市
税　

現
年
度
課
税
分
の
個
人
市
県
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民

健
康
保
険
税

手
続
き
は　
口
座
を
開
設
し
て
い
る

金
融
機
関
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の　
通
帳
及
び
そ
の

届
出
印
、
納
税
義
務
者
の
印
鑑
、
納

税
通
知
書
、
口
座
振
替
依
頼
書
（
金

融
機
関
に
備
え
付
け
）

問
い
合
わ
せ
は　
納
税
課
（
☎
22

－

１
７
９
２
）
へ

　

全
国
の
学
校
給
食
に
携
わ
る
栄

養
士
で
組
織
す
る
全
国
学
校
栄
養

士
協
議
会
が
、
季
節
に
合
わ
せ
た

全
国
の
料
理
集
「
伝
え
た
い
行
事

料
理
集
・
地
場
産
物
を
生
か
し
た

指
導
事
例
集
」
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
作
成
し
た
「
郷
土
料

理
・
指
導
事
例
集
」
に
続
い
て
２

作
目
と
な
る
今
回
の
料
理
集
は
、

地
域
で
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
行
事

食
を
取
り
上
げ
、
学
校
給
食
の
献

立
に
活
用
し
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
職

域
の
方
々
の
食
育
活
動
に
役
立
て

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
徳
島
県
か
ら

は
「
金
時
豆
入
り
か
き
ま
ぜ
」「
阿

波
う
い
ろ
」「
茶
ご
め
」
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
内
３
箇
所
の
図
書
館

に
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
閲

覧
及
び
貸
し
出
し
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
教
育
委
員
会　
学
校
給
食
課

手
打
ち
そ
ば

受
講
者
募
集

日
時　
11
月
26
日
㈮　

午
後
６
時
30

分
〜
９
時

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象
者
・
定
員　
市
内
に
在
住
ま
た

は
在
勤
し
て
い
る
35
歳
ま
で
の
勤
労

青
少
年
（
学
生
を
除
く
）
10
人

講
師　
山
根
拓
朗
さ
ん

受
講
料　
２
０
０
円
（
前
納
）

※
当
ホ
ー
ム
未
登
録
者
は
、
入
会
費

１
，
０
０
０
円
が
必
要
。

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
タ

オ
ル
１
枚
（
手
拭
用
）、
三
角
巾

申
込
締
切
日　
11
月
19
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム（
☎
42

－

４
５
７
２
）

へ
（
受
付
時
間
は
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
午
後
１
時
〜
９
時
）

短期講座

　次の市営住宅への入居者を募集します。

◆申込資格等（資格）　次の①〜④にすべて該当する方。
①阿南市に住民登録または勤務地を有し、持家がないなど居住に困っている
と認められる方。
②同居しようとする親族がいること。ただし、婚約者の場合は、入居を指定
した日から３カ月以内に結婚し、同居できる方に限ります。
③政令で定める収入基準を満たす方。
④申込者及び同居する親族が暴力団員でないこと。

◆申し込みに必要な書類　
①市営住宅使用申込書（住宅建築課備え付け）。※申込書には押印が必要。
②入居希望者全員の住民票。
③収入を証する書類（所得課税証明書、源泉徴収票（給与支払明細書）な
ど）。
④婚約中の方は、婚約が証明できる書類。

◆入居者の選定方法　
①受付時に書類審査を行います。書類に不備がある場合は受け付けできません。
②書類審査後、希望する住宅を１つ選んでいただきます。
③各住宅で募集戸数を超える申し込みがある場合は、抽選により決定します。
④不正な申し込み等が発見された場合は、当選資格等を取り消します。また、
申し込み後、入居までに同居親族の変更（出産、死亡を除く）または婚約
者が変わった場合は、その申し込みを無効とします。

◆受付日時　11月11日㈭・12日㈮　午前９時〜午後５時。
◆抽 選 日　11月18日㈭・19日㈮　※抽選がある場合のみ。
◆入居予定日　平成23年１月１日㈷
※家賃、敷金、収入基準などさまざまな条件や制約がありますので、くわし
くは、お問い合わせください。

問い合わせは　住宅建築課（☎22－3431）へ

市営住宅入居者募集

〈一般募集住宅〉　

住 宅 名 所　在　地 戸数 間　取

中 川 原 横見町中川原
１ ２ＬＤＫ
２ ３ＤＫ

西 　 方 長生町西方 １ ３ＬＤＫ
入 　 田 新野町入田 1 ３ＤＫ
福 井 東 福井町古毛 １ ３ＤＫ

橘 橘町幸野 １ ３ＤＫ
赤 池 那賀川町赤池 ２ ３ＤＫ

〈高齢者向け募集住宅〉
　60歳以上または昭和 31年４月１日以前に生まれた方に限ります。
（単身者可能）

住 宅 名 所　在　地 戸数 間　取 備考
赤 池 那賀川町赤池 １ ２ＤＫ 単

「伝
えたい行事

料理集」を刊行
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住　宅　用
火災警報器

設置期限　平成23年５月31日

設
置
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
！

１ 対象住宅等
・戸建て住宅
・店舗併用住宅
・共同住宅等
２ 設置場所
・全ての寝室
・寝室が2階にあ
る場合は２階の
階段
・台所（推奨）

問い合わせは
消防本部予防課
（☎22－3799）へ

青
空
市
感
謝
祭

日
時　
11
月
12
日
㈮　

午
前
６
時
〜

11
時
（
雨
天
決
行
）

場
所　
市
民
会
館
駐
車
場

※
先
着
１
，
０
０
０
人
の
方
に
粗
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22

－

１
１
１
６
）
へ

第
４
回
消
費
者
展
を
開
催
し
ま
す

日
時　
11
月
６
日
㈯　

午
後
１
時
〜

午
後
３
時
30
分

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館　

ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
ほ
か

内
容　
作
品
展
示
、
発
表
会
、
講
演

会　講
演
会　
「
身
近
に
潜
む
悪
質
商
法
」

講
師
：
消
費
生
活
相
談
員　

大
津
裕

子
さ
ん

主
催　
消
費
者
協
会
連
合
会

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22

－

１
１
１
６
）
へ

家
具
転
倒
防
止
金
具
の
取
り
付
け

（
無
料
）

　

地
震
に
よ
る
家
具
の
転
倒
に
よ
る

被
害
か
ら
少
し
で
も
身
を
守
る
た
め
、

「
全
建
総
連 

徳
島
県
建
設
労
働
組
合 

阿
南
支
部
」
の
支
援
を
受
け
て
、
家

具
転
倒
防
止
金
具
の
取
り
付
け
を
無

料
で
実
施
し
ま
す
。

対
象
者　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

の
世
帯
ま
た
は
75
歳
以
上
の
高
齢
者

と
障
が
い
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
１

･

２
級
所
持
者
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定

所
持
者
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
障
害
等
級
１
級
所
持
者
）
の

み
の
世
帯
。

取
り
付
け
の
制
限　
上
限
３
個
ま
で

※
原
則
持
ち
家
の
家
具
に
限
り
ま
す
。

申
込
方
法　
所
定
の
申
請
書
（
な
が

い
き
課
、
各
支
所
・
住
民
セ
ン
タ
ー

備
え
付
け
）
に
よ
り
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
11
月
１
日
㈪
〜
平
成
23

年
２
月
28
日
㈪
。
た
だ
し
、
申
し
込

み
が
２
０
０
戸
に
達
し
た
時
点
で
締

め
切
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
な
が
い
き
課
（
☎ 

22

－

８
０
６
４
）
へ

「奇跡の海」ご鑑賞ありがとうございました
〜この感動　届け全国へ〜

　映画「奇跡の海」阿南市上映会は、8月29日から 9月12日までの間に情報文化
センターや公民館、文化会館などで合計17回の上映が行われ、2,600人ものお客
様にご鑑賞いただきました。
　映画を見終えたお客様からは、「母の子を思う情愛が見事に表現されています。
田中好子さんの演技力はやはり凄いですね。」（山本千代枝さん：橘町）、「おもっ
しょーなかったらすぐにいんだろと思っとったけんど、おもっしょかったけんい
ねなんだ。漁師の男気がわかる映画じゃ。」（福島恒夫さん：福村町）と、この映
画の持つ素晴らしさを評してくれました。
　阿南市上映会では、皆様からいただいたチケット代金のうちから106,800円、
阿南市上映実行委員会様から運営費全額174,200円、また徳島映画センター様か
ら上映費用の一部150,000円、あわせて431,000円が㈶徳島新聞社会文化事業団、
㈶漁船海難遺児育英会及び徳島県水難救済会に寄付されました。
　実行委員会の皆様をはじめ、阿南市上映会に温かいご支援をいただきました関
係者の皆様、並びにご鑑賞いただきましたすべての皆様方に心からお礼申し上げ
ます。
　なお、「奇跡の海」のこれまでの上映状況や今後の上映スケジュールについて
は市ホームページをご覧ください。	 秘書広報課　

日
時　
11
月
27
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階　

ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル

内
容　
食
育
ト
ー
ク
（
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）・
フ
ー
ド
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
講
演
会

定
員　
２
０
０
人
（
申
込
順
）

申
込
方
法　
男
女
共
同
参
画
室
、

各
支
所
、
各
住
民
セ
ン
タ
ー
に
備

男
女
共
同
参
画
情
報

第 65号
え
付
け
の
申
込
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ぺ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
て
、

11
月
12
日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
託
児
（
10
カ
月
〜

8
歳
）
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
手
話
通
訳
も
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
男
女

共
同
参
画
室
（
☎
22

－

７
４
０
１
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
22

－

４
７
８
５
）
へ

　

日
常
生
活
の
中
で
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
「
気
づ
く
」
こ
と
は
大

切
な
こ
と
で
す
。

「
食
育
！
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
と
風
土
を
つ
む
い
で
」

　

小
学
生
が
地
元
の
食
材
で
作
っ
た
お
菓
子
を
試
食

し
て
い
た
だ
き
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
食
育
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。
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平
成
21
年
度 

水
道
事
業
業
務
の
概
況

水
道
事
業
の
公
表
に
あ
た
っ
て

　

平
成
21
年
度
も
引
き
続
き
、
水
道
事
業

の
使
命
で
あ
り
ま
す
安
定
給
水
と
未
給
水

区
域
の
解
消
を
基
本
目
標
と
し
、
第
３
次

拡
張
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
富
岡

地
区
に
お
き
ま
し
て
は
、
現
在
施
工
中
で

あ
り
ま
す
公
共
下
水
道
事
業
と
連
携
し
、

老
朽
配
水
管（
石
綿
管
等
）を
耐
震
管（
Ｎ

Ｓ
管
）
に
更
新
し
て
お
り
、
ま
た
川
西
・

椿
地
配
水
池
に
お
き
ま
し
て
は
、
緊
急
遮

断
弁
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新

野
西
部
・
南
部
地
区
に
お
い
て
は
、
本
管

（
配
水
管
）
工
事
が
完
了
し
、
平
成
21
年

度
か
ら
供
用
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
他

の
市
内
主
要
管
路
に
お
い
て
も
、
石
綿
管
、

老
朽
配
水
管
の
布
設
替
工
事
を
順
次
実
施

し
、
災
害
に
強
い
水
道
の
ま
ち
づ
く
り
と

破
損
工
事
の
未
然
防
止
に
努
め
る
た
め
、

漏
水
防
止
作
業
等
を
継
続
的
に
行
う
な
ど

効
率
的
な
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
の
給
水
戸
数
は
、
２
８
，

７
１
２
戸
、
給
水
人
口
は
７
３
，
１
９
６

人
で
、
前
年
度
に
比
べ
戸
数
が
１
・
２
％

（
３
３
２
戸
）、
人
口
も
０
・
３
％
（
２
４

７
人
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
配
水
量

は
、
１
２
，
６
０
６
千
㎥
、
有
収
水
量
は

１
０
，
０
９
６
千
㎥
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
有
収
率
は
80
・
１
％
で
、
前
年
度
に

比
べ
０
・
９
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

収
益
的
収
支
の
収
入
の
う
ち
、
水
道
事

業
収
益
は
前
年
度
よ
り
７
０
９
万
円
減
収

（
対
前
年
度
比
０
・
５
％
減
）
の
13
億
８
，

３
９
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
支
出
の
営
業
費
用
は
、
６
７
１

万
円
増
加
（
対
前
年
度
比
０
・
５
％
増
）

の
13
億
４
，
４
２
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
結
果
、
収
益
的
収
支
で
は
、
３
，

９
６
８
万
円
の
純
利
益
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
資
本
的
収
支
の
収
入
で
は
、
企
業

債
、
負
担
金
及
び
補
助
金
で
、
資
本
的
収

入
額
は
２
億
６
，
６
１
５
万
円
。
支
出
で

は
、
建
設
改
良
費
が
４
，
６
３
３
万
円
、

拡
張
事
業
費
が
４
億
３
，
１
５
０
万
円
、

企
業
債
償
還
金
が
３
億
８
，
６
１
７
万
円

で
、
資
本
的
支
出
額
は
８
億
６
，
４
０
０

万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
以
上
が
平
成

21
年
度
に
お
け
る
決
算
の
概
況
で
す
。

　

近
年
の
水
道
事
業
体
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
少
子
高
齢
化
や
長
引
く
経
済
不
況
等

の
影
響
を
受
け
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
こ
数

年
来
、
水
需
要
の
低
迷
に
よ
り
有
収
水
量

が
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
な
か
、
老
朽

施
設
の
更
新
や
災
害
対
策
の
た
め
の
施
設

整
備
等
、
効
率
的
で
健
全
な
財
政
運
営
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
「
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
施
策
計
画
に
基
づ
き
、
安
全

で
お
い
し
い
水
の
安
定
供
給
に
向
け
、
な

お
一
層
の
取
り
組
み
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問い合わせは　水道部業務課（☎22－0587）へ

平成21年度阿南市水道事業建設改良費の概況
（税込）

工　事　名 工　事　費
浄 水 設 備 128万円
配 水 設 備 ４億7,186万円
営 業 設 備 469万円

合　　　計 ４億7,783万円

平成21年度阿南市水道事業の業務概況
給 水 戸 数 28,712（戸）
給 水 人 口 73,196（人）
年 間 有 収 水 量 10,096,132（㎥）
一 日 平 均 有 収 水 量 27,661（㎥）
一 般 用 有 収 水 量 8,543,838（㎥）
業 務 用 有 収 水 量 1,528,015（㎥）
湯 屋 用 有 収 水 量 14,531（㎥）
そ の 他 有 収 水 量 9,748（㎥）

平成21年度阿南市水道事業貸借対照表
（税抜）

科　目 金　額 科　目 金　額
固 定 資 産 168億4,959万円 固 定 負 債 0万円
（有形固定資産） 168億4,902万円 基金見返勘定 0万円
土地 3億2,148万円 流 動 負 債 1億5,909万円
建物 5億5,002万円 営業未払金 5,029万円
構築物 149億3,587万円 営業外未払金 　　　　523万円
機械及び装置 8億7,070万円 その他未払金 7,701万円
車輌及び運搬具 733万円 前受金 1,269万円
工具器具及び備品 4,098万円 その他流動負債 1,387万円
建設仮勘定 1億2,264万円 資 本 金 114億7,601万円

（無形固定資産） 57万円 自己資本金 13億5,042万円
電話施設利用権 57万円 借入資本金 101億2,559万円

（投資） 0万円 剰 余 金 69億5,734万円
基金 0万円 資本剰余金 55億8,219万円

流 動 資 産 17億4,285万円 利益剰余金 13億7,515万円
現金預金 14億3,879万円 負債・資本合計 185億9,244万円
営業未収金 2億4,210万円
営業外未収金 　　　　994万円
その他未収金 1,867万円
貯蔵品 3,335万円

資 産 合 計 185億9,244万円

平成21年度阿南市水道事業の収益と費用
（税抜）

収益費用

給水収益
12億4,674万円

その他　2,069万円

支払利息
２億8,545万円

減価償却費
５億3,142万円

受託工事収益
　7,349万円
加入金収益
　1,805万円

その他　4,563万円

総係費
9,690万円

収益
13億8,391
 万円

原水及び浄水費　１億4,584万円
配水及び給水費　１億9,148万円
受託工事費　7,245万円

純利益　3,968万円

費用
13億4,423

万円

　

地
方
公
営
企
業
法
第
40
条
の
２
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
平
成
21

年
度
阿
南
市
水
道
事
業
経
営
の
業
務
概
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
11
月
１
日　
　

阿
南
市
長　

岩
浅　

嘉
仁　
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平
成
21
年
度 

後
期
高
齢
者
医
療
の
概
況

問い合わせは　ながいき課（☎22－8064）へ

社
会
の
み
ん
な
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
支
え
て
い
ま
す

　

人
口
の
高
齢
化
が
進
む
に
伴
い
、
高
齢
者
の
医
療
費
の
増
大
は
、
今
後
も
不

可
避
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
経
済
状
況
の
な
か
、
高
齢
者
医
療
を
支
え
る
た
め
、
国
で
は
、
現
在

の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
問
題
点
を
見
直
し
、
国
民
の
負
担
に
お
い
て
も
、

現
役
若
者
世
代
と
高
齢
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
誰
で
も
適
切
な
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
新
た
な
制
度
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
も
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
は
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た

め
の
大
切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
健
康
管
理
に
は
気
を
つ
け

医
療
費
を
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

入院
38億396万円
（46.1％）

調剤
8億5,434万円
　　（10.3％）

入院外
29億6,283万円
（35.9％）

歯科　2億5,037万円（3.0％）

食事療養費
２億8,961万円（3.5％）

現金給付
6,499万円（0.8％）

訪問看護
2,981万円（0.4％）

合　計
82億5,591万円
（100％）

400 600 800 1000

0 20億

17年度

18年度

19年度

20年度

40億 60億 80億 100億
（円）

84億9,949万円

79億2,461万円

80億4,329万円

84億4,393万円

21年度 82億5,591万円
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4000
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8000

10000

12000

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

10,500

0

11,000

11,500

（人）
12,000

10,000

11,241

10,694

10,211

10,486
10,746

0

200000

400000

600000

800000

1000000

17年度

756,116 741,034
787,709 805,257

18年度 19年度 20年度 21年度
0

200,000

400,000

600,000

800,000

（円）
1,000,000

768,278

医　療　費 被保険者数 １人当たり費用額

後期高齢者医療費の状況

医療機関で
支 払 う
窓 口 負 担

高 齢 者 の
保 険 料
約１割

現役世代の保険料
約４割

公　　費　（税　金）　　　約５割

現在の後期高齢者医療制度では、高齢者の方々にかかった医療費の一部を医療機関の窓口で
負担していただき、それ以外の費用については、上図の割合で負担しています。

高齢者医療費の負担のしくみ

１ 割
または
３ 割

阿南市における最近の後期高齢者医療費等の推移
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歳入 歳出

平
成
21
年
度 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算
概
況

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
、
安

心
し
て
受
診
で
き
る
よ
う
に
、
お
金
（
保
険
税
）
を
出
し

合
い
、
み
ん
な
で
助
け
合
う
制
度
で
す
。
わ
が
国
は
、
す

べ
て
の
方
が
何
ら
か
の
医
療
保
険
制
度
に
加
入
す
る
「
国

民
皆
保
険
制
度
」
に
な
っ
て
お
り
、
国
民
健
康
保
険
は
住

所
を
基
盤
と
し
て
、
健
康
保
険
、
各
種
共
済
組
合
等
の
被

用
者
保
険
の
加
入
者
以
外
の
方
を
対
象
に
、
わ
た
し
た
ち

の
住
む
阿
南
市
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算
に

お
け
る
歳
入
総
額
は
77
億
５
，
４
５
５
万
円
（
対
前
年
度

比
２
・
64
％
減
）、歳
出
総
額
は
75
億
４
，６
６
１
万
円
（
対

前
年
度
比
１
・
98
％
減
）
で
収
支
差
引
は
、
２
億
７
９
４

万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
、
前
年
度
繰
越
金
を
差
し

引
い
た
単
年
度
収
支
で
は
５
，
７
７
４
万
円
の
赤
字
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
長
期
に
わ
た
る
財
政
の
健
全
な
運
営

の
た
め
の
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
の
保
有
額
は
７
億

３
，
６
８
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し
た

際
に
は
、
窓
口
で
医
療
費
の
３
割
（
小
学
校
就
学
前
は
２

割
、高
齢
者
は
年
齢
や
所
得
等
に
よ
り
１
割
ま
た
は
３
割
）

を
負
担
し
ま
す
。
残
り
の
７
割
は
、
加
入
者
が
負
担
す
る

保
険
税
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
国
・
県
支
出
金
、
さ

ら
に
は
、
前
期
高
齢
者
や
退
職
被
保
険
者
の
医
療
費
等
に

応
じ
て
被
用
者
保
険
か
ら
交
付
さ
れ
る
前
期
高
齢
者
交
付

金
、
療
養
給
付
費
等
交
付
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
阿
南
市
の
国
保
税
（
現
年
度
）
の
収
納
率
は

92
・
３
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
０
・
５
％
減
少
し
ま
し

た
。
国
保
は
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
で
支
え
あ
っ
て
成
り
立

つ
制
度
で
あ
り
、
国
保
財
政
の
安
定
し
た
運
営
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
も
、
国
保
税
の
完
納
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成21年度 歳入・歳出の主な割合

①  国庫支出金
19億7,327万円
（25%）

⑩  保険給付費
51億2,339万円
 （68%）

⑪  共同事業拠出金
10億4,310万円（14%）

⑫  後期高齢者支援金等
8億2,352万円（11%）

②  前期高齢者交付金
18億8,981万円
 （24%）

③  国民健康保険税
13億6,924万円
 （18%）

④  
共同事業交付金
10億9,775万円
 （14%）

⑤  療養給付費等交付金
4億3,466万円（6%）

⑨  その他　3,444万円（1％） ⑮  その他　1億1,289万円（1％）⑧  繰越金　2億6,568万円（3％） ⑭  総務費　1億1,439万円（2％）

⑬  介護納付金
3億2,932万円（4％）

⑦  県支出金　
2億7,595万円（4％）
⑥  繰入金　
4億1,375万円（5％）

合　計
77億5,455万円
（100％）

合　計
75億4,661万円
（100％）

問い合わせは　保険年金課（☎22－1118）へ

①国が支出する負担金や交付金
②医療保険者間の前期高齢者（65歳以上75歳未満）の偏在による不均

衡を是正するため、前期高齢者加入率が全保険者平均を上回るときに
交付される交付金

③納めていただいた国保税
④県内市町村の保険財政の安定化を図るために、高額な医療費について

費用負担を調整するための交付金
⑤退職者医療制度対象者の医療費等を賄う交付金

被保険者数と世帯数
（年度平均）

被保険者数 18,672人
世　帯　数 10,527世帯

１人当たり総医療費
（療養諸費費用額）
331,323円

１人当たり国保税
（現年度の調定額）
74,494円

⑥一般会計からの繰入金　　⑦県からの支出金　　⑧前年度からの繰越金
⑨第三者納付金、人間ドック実費徴収金など
⑩主に医療費等の支払いに充てる費用
⑪県内市町村の保険財政の安定化を図るために、高額な医療費について費

用負担を調整するための拠出金
⑫後期高齢者医療制度運営のための支援金
⑬介護保険の運営のための納付金　　⑭事務費など　　
⑮人間ドック助成費、特定健診に係る費用など

保険税収納額と保険給付費等の推移

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

177,702

106,965

38,734 38,733 36,469
32,899 32,932

101,114 111,804

16,775 3,384

82,352

459,067

単位：万円　※平成17年度は旧２町合算の数値　

481,517
534,922 519,730 512,339

180,184 179,776

139,091

74,345

136,924

120000

140000

160000

180000

200000

220000

240000

25000.000000

120833.335938

216666.671875

312500.007812

408333.343750

504166.679688

老人保健拠出金

介護納付金

後期高齢者支援金

保険税収入額

★ ★

0.000000

70.000006

140.000011

210.000017

280.000022

350.000028

介護納付金

後期高齢者支援金

保険税収納額

保険給付費

老人保健拠出金

25000

35000

45000

55000

65000

75000

85000

173333.333333

206666.666667

240000.000000
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聴覚障がいについて考えよう
　第 44 回全国ろうあ者体育大会の開催に合わせて聴覚障がい（＝Ｄｅａｆ〔で
ふ〕）への理解を深めてもらおうと、ハッピーでふフェスタ in あなんが市民会館
で開催され、約 800 人の方が作品展や手話狂言を楽しみました。
　日本ろうあ者劇団による手話狂言では、室町時代の一般庶民の失敗談などを題
材にした「附子」など２演目が上演され、息の合った演技とおどけたやり取りが
来場者の笑いを誘っていました。手話狂言を見るのは初めてという岡久有加里さ
ん（山口町）は、「誰もが見て楽しめるところが手話狂言の魅力。このような機
会がもっと増えればいいです。」と話していました。
　会場には、障がい者の写真やアート作品が展示されたほか、阿南市出身の画家

「たけ」さん（本名・河村武明さん）による特別展も行われました。（９月17日）

　
県
南
地
域
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
全
国
ふ
る

さ
と
物
産
展
で
南
部
広
域
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
会

場
と
な
っ
た
せ
ん
ち
ゅ
う
パ
ル
広
場
（
千
里
中
央
）
に
は
、
全
国
各
地

か
ら
23
団
体
が
出
店
。
本
市
の
ブ
ー
ス
で
は
焼
き
ち
く
わ
、
す
だ
ち
、

し
い
た
け
な
ど
の
販
売
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
県
南
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
訪
れ
る
お
客
さ
ん
の
中
に
は
徳
島
を
懐
か
し
む

声
や
「
毎
年
、
徳
島
の
ち
く
わ
を
買
い
に
来
て
る
ん
よ
。」
と
い
っ
た

声
も
聞
か
れ
、
終
日
、
ブ
ー
ス
の
前
に
は
長
い
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

古紙の分別収集がスタート
　ごみの減量化と資源化を推進するため、10
月１日から新聞紙、ダンボール、その他紙類（雑
誌、本、チラシ、コピー紙）の３種類を対象に

「古紙」として収集日を設けた分別収集が本格
的に始まりました。
　古紙はそれぞれ種類ごとに分別して、袋に入
れずにひもでしばって収集日に出してください。
種類ごとに収集します。

　
10
月
２
日
、
満
員
と
な
っ
た
市
民
会
館
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
阿
南
は
自
然
に
恵
ま
れ
た
す
ば
ら
し
い
ま
ち
」
と
感
じ
、
東
京
か
ら
移

住
し
て
き
た
西
さ
ん
が
、
友
人
の
山
崎
さ
ん
を
招
い
て
実
現
し
た
エ
コ
コ
ン

サ
ー
ト
。
巨
大
ス
ク
リ
ー
ン
に
阿
南
の
風
景
が
映
し
出
さ
れ
る
場
面
も
あ
り
、

身
近
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

　
ま
た
、
お
二
人
か
ら
は
市
の
自
然
環
境
保
護
の
た
め
に
と
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
山
崎
ま
さ
よ
し
╳
西　
慎
嗣
」
コ
ン
サ
ー
ト

約
１
，
０
０
０
人
の
観
客
を
魅
了

大阪で県南地域の魅力を紹介（９月18日、19日）
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コスモホールで邦・洋の音楽祭（９月25日、26日）

秋の交通安全運動を各地で展開
　秋の交通安全週間（９月21日〜30日）に合わせて各地で
さまざまな運動が行われました。
　津乃峰地区では、９月26日、阿南市交通安全協会の会員
など約20人が国道55号バイパス沿いで、ハンドプレートや
のぼりを掲げて道行くドライバーにシートベルト着用などを
呼びかけました。
　同協会津乃峰分会長の美馬義明さんは、「こうした視覚に
訴える活動がシートベルト着用率の向上につながっていま
す。」と話していました。

　「農山漁村女性の日」にちなんで行われた料理講習に男女約50人が参加して、地元でとれ
たすだちやゆずを使った新しい郷土料理づくりに挑戦しました。
　料理講習は、講師ですだちＳＵムリエの武岡泰子さんが考案した海・山・里の幸をふんだ
んに使った地産地消レシピをもとに手際よく調理が行われ、「少量のすだちを白飯に混ぜる
ことで冷めても美味しくいただけます。」と、食材のユニークな使用法も紹介されました。
　食材を生かした新しい料理方法を学んだ北條　泉さん（山口町）は、「こうした経験を地
産地消の推進や県外へのＰＲ活動に生かしていければ」と、特産品の消費拡大への女性の積
極的な参加を呼びかけていました。（９月29日）

　９月27日、市役所において四電エンジニアリング株式会社（高松市）と、大規模災害
時に避難所へ飲料水を供給してもらう協定を締結しました。
　同協定は、災害発生時に公民館などの避難所に12㍑入りのミネラルウオーターを上限
300本までと、一定数の専用サーバーを無償で提供してもらうものです。なお、本市では
災害時の物資や情報の提供、救助活動など24件の協定を自治体や民間企業などと結んで
います。

安
全
・
安
心
の
阿
南
市
を
め
ざ
し

四
電
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
と

災
害
時
支
援
協
定
を
締
結

　音楽愛好家約 120 人が参加して行われたコスモホール音楽祭
では、洋楽や邦楽の多彩な演奏が繰り広げられました。
　２日目の邦楽の部で、鳴門琴城流大正琴クラブの皆さんと一緒
に哀愁に満ちた大正琴の演奏をした琴城流那賀川ひまわりの塀内
房子さんは、「難しいとされる〝二人の人生〟を何とか演奏する
ことができました。｣ と胸をなでおろしていました。

地産地消推進に女性パワー活用
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利子補給率 3.5％以内

借入金の限度額 100 万円以内

借入金の償還期間 ３年以内

美
し
い
あ
な
ん
を
求
め
て

助
成
金
制
度
・
利
子
補
給
金
制
度

連
載
⑬

〜
下
水
道
〜

　

阿
南
市
で
は
、
都
市
の
健
全
な
発

達
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
り
、

併
せ
て
公
共
用
水
域
の
水
質
を
保
全

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
公
共
下
水

道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

第
１
期
計
画
区
域
で
あ
る
富
岡
町

（
Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
よ
り
西
側
）
で
は
、

平
成
23
年
４
月
か
ら
下
水
道
が
順
次

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
助
成
金
や
利
子
補
給
金

に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

◎
助
成
金
・
利
子
補
給
金
と
は

　

下
水
道
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、

供
用
開
始
の
告
示
後
、
一
定
期
間
内

に
排
水
設
備
工
事
を
実
施
し
た
方
に

対
し
「
公
共
下
水
道
普
及
促
進
助
成

金
制
度
」
や
「
排
水
設
備
工
事
利
子

補
給
金
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
へ
の
接
続
の
際
に
は
、
こ

れ
ら
の
助
成
・
利
子
補
給
制
度
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
助
成
・
利
子

補
給
制
度
は
、
既
設
の
く
み
取
り
便

所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し
、
ま
た
は

既
設
の
浄
化
槽
を
廃
止
し
て
、
下
水

道
へ
接
続
す
る
場
合
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
新
築
を
し
て
下
水
道

へ
接
続
す
る
場
合
は
、
助
成
金
・
利

子
補
給
金
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

申請者が以下の条件を全て満たしていることが必要です。
⑴　排水設備の設置義務者（建物の所有者）であること
⑵　供用開始の日から３年以内に、下水道に接続し、完了検査に合格すること
⑶　受益者負担金について、納付誓約書を提出すること（全額納付済みの場合を除く）
⑷　市税を滞納していないこと
⑸　水道料金を滞納していないこと

助成金および利子補給金の交付条件

区　　　分 助成金

1 供用開始日から、下水道に接続し完了検
査に合格するまでの期間

１年以内→20万円
２年以内→10万円
３年以内→  5万円

2 くみ取り便所を水洗便所に改造する工事
を伴う場合 ３年以内→  5万円

3 敷地の状況により、やむを得ず屋内に汚
水管を設置しなければならない場合 ３年以内→  5万円 ○交付条件を満たせば両方の制度を利

用することも可能です。
○工事費用が左記の合計額に満たない

場合は、その額を助成金額とします。
○供用開始日は、場所によって異なり

ます。くわしくは下水道課までお問
い合わせください。

（区分３の例）
下水道整備により排水方向が逆になるが、隣地境界いっぱいに
建物が建っており、やむを得ず屋内に汚水管を設置する必要が
ある場合。

　以下の区分１から区分３の合計額が助成金額となります。

問い合わせは　下水道課（☎ 22－ 1796）へ

助成金 利子補給金
　排水設備工事にあたり、工事費を金融機関から借り
入れをする場合の利子を補給します。

現 状
水　路

（
隣 

地
）

（
隣 

地
）

浄
化
槽

玄  関 居  間

ト
イ
レ

浴
室

台
所

下水道接続
水　路

（
隣 

地
）

（
隣 

地
）

玄  関

ト
イ
レ

浴
室

台
所

屋
内
配
管
公共汚水ます

汚水管

３年以内に接続した場合
助成金合計金額
100,000円

助成金
50,000円1 助成金

0円2 助成金
50,000円3＋ ＋ ＝

２年以内に接続した場合
助成金合計金額
150,000円

助成金
100,000円1 助成金

0円2 助成金
50,000円3＋ ＋ ＝

１年以内に接続した場合
助成金合計金額
250,000円

助成金
200,000円1 助成金

0円2 助成金
50,000円3＋ ＋ ＝

区分３の排水設備工事を行った場合の助成金
（助成金の交付条件を満たし申請した場合）
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★青少年のための科学の祭典2010
徳島大会（無料）

　当日は、県内各地の学校関係者、企業、団体などから子
どもから大人まで楽しめる約30の科学体験、実験ができる
ブースが出展されます。

日　時　11月28日㈰　9：30〜15：00
主　催　「青少年のための科学の祭典」徳島大会実行委員会

／日本科学技術振興財団／阿南市
出展されるブース（予定）
スーパーボールを作ろう／風船飛行機で遊ぼう
キミにも書ける秘密の手紙／かんたん立体メガネ
イカモーターを回してみよう／プラネタリウム
カブトムシを育てよう　ほか

★科学の広場（無料）

　子ども向けで、10：30と13：30から実施しています。

実施日 テーマ
11月  3日㈷ アルミ板でよく鳴る笛を作ろう

23日㈫ ドングリゴマやトトロの森を作ってみよう

★おもしろ科学実験（無料）

　毎週土・日曜日の 11：00 と 14：00 から実施しています。
　くわしくは、お問い合わせください。

実施日 テーマ
11月  6日㈯ 変温シートが電池チェッカーになるかな

7日㈰ 雨が降ると音が鳴るふしぎな装置の実験
13日㈯ 秋の草木染めを実験しよう
14日㈰ 空き缶ジャンピングエンジンにチャレンジ
20日㈯ アルコール鉄砲で物を飛ばしてみよう
21日㈰ 秋の野草を観察しよう

★夜間天体観望会（有料・要申込）

　毎週土曜日の18：00、19：00、20：00で実施しています。
　くわしくは、お問い合わせください。

実施日 観望できる天体
11月  6日㈯ 木星、アンドロメダ座大星雲　など

13日㈯ 月、木星、天王星、海王星　など
20日㈯ 月、木星、天王星、海王星　など
27日㈯ 木星、アンドロメダ座大星雲　など

夜間天体観望会参加料　大人300円、高校生250円、
小中学生200円、幼児無料

科学センターからのお知らせ

　上記のイベントの他に、大型天体望遠鏡を使った昼間の観
望会を実施しています。くわしくは、お問い合わせください。

問い合わせは　科学センター（☎42−1600　FAX 42−3652）へ
◎休館日：11月１日㈪、８日㈪、15日㈪、22日㈪、29日㈪　　◎ホームページ：http://www.ananscience.jp/science/

　平成 22 年５月 27 日、科学センターで 2005 年８月４日
に発見した小惑星に「Anan（阿南）」と名前が付きました。
この「Anan」は、直径約６キロメートルとたいへん小さな
星で、太陽のまわりを５．57年で回り、地球からの距離は現
在約３億キロメートルです。この位置はちょうど火星と木星
の間にあたります。残念ながら、明るさは 20 等級（６等級
の約37万分の１の明るさ）とたいへん暗く、肉眼はもちろん、
科学センターの天体望遠鏡でも見ることはできません。特殊
なカメラを使ってようやく確認できる程度の明るさです。
　今回、小惑星に郷土「阿南」の名前が付いたことによって、
ひとりでも多くの市民の方が、星に興味を持っていただくと
ともに、子どもたちにも夢を持っていただければと考えてい
ます。

★小惑星「阿南」が誕生しました

小惑星「Anan」

昨
年
の
科
学
の
祭
典
の
よ
う
す
。
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四
十
二
年
間
の
宮
仕
え
を
リ
タ
イ
ア

し
て
、
一
年
半
…
。
も
の
想
ふ
時
間
が

増
え
る
に
つ
れ
て
脳
裏
に
去
来
す
る
の

は
、
人
生
訓
と
し
て
努
め
て
き
た
「
三

勿
三
行
」
で
あ
る
。
即
ち
「
怒
る
勿
れ
、

悲
し
む
勿
れ
、

憂
え
る
勿
れ
。

正
直
に
、
親

切
に
、
明
朗

に
。」
を
実

行
す
る
こ
と
。

が
、
こ
の
齢

に
な
っ
て
も

反
省
す
る
こ
と
多
か
り
し
。

　

専
業
主
婦
に
転
身
？
し
て
身
辺
整
理

を
始
め
た
先
日
、
三
勿
三
行
を
説
く
懐

か
し
い
講
演
資
料
を
発
見
し
読
み
返
す

と
、「
三
行
」
を
や
れ
ば
、
血
液
が
弱

ア
ル
カ
リ
性
に
な
っ
て
身
体
の
抵
抗
力

が
強
く
な
る
！
あ
る
有
名
な
ス
ト
レ
ス

学
説
に
よ
る
と
、
ス
ト
レ
ス
中
、
最
も

身
体
に
影
響
力
の
あ
る
ス
ト
レ
ス
は
感

情
ス
ト
レ
ス
で
、
良
い
ス
ト
レ
ス
は
明
朗
、

闘
志
、
感
謝
、
調
和
で
あ
る
と
言
う
。
自

省
す
る
に
感
謝
4

4

、
感
謝
で
過
ご
す
毎
日
で
、

生
来
の
明
朗
4

4

は
継
続
中
。
調
和
4

4

は
、
小
さ

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
実
践
中
…
。
な

れ
ど
闘
志
4

4

は
？
寄
る
年
波
に
勝
て
ず
気

力
・
体
力
の
衰
え
著
し
い
。

　

が
、
私
に
は
ま
だ
夢
が
あ
る
！

そ
れ
は
、
阿
南
市
中
に
「
家う
ち

読ど
く

の
灯
」
を

と
も
す
こ
と
。〝
阿
南
市

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進

計
画
〟
中
の
家
読
（
家
族

み
ん
な
で
本
を
読
む
新
し

い
読
書
ス
タ
イ
ル
）
推
進

の
具
現
化
を
図
っ
て
い
く

こ
と
。

　

阿
南
市
の
さ
ら
な
る
発

展
と
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
な
未
来
構
築
の

た
め
に
必
要
不
可
欠
な
「
読
書
力
」
の
育

成
に
、
一
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
微

力
な
が
ら
寄
与
さ
せ
て
い
た
だ
き
つ
つ
、

前
向
き
で
豊
か
な
人
生
を
歩
ん
で
参
り
た

い
と
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
は
、
那
賀
川
町
の
勝
瀬　

勇
さ
ん
に

お
願
い
し
ま
す
。

三さ
ん
こ
つ
さ
ん
ぎ
ょ
う

勿
三
行
と
夢

434

那賀川町
郡　徳子さん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
根　

渓
風

独
居
に
は
馴
れ
て
も
老
い
の
残
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
田　

政
子

廃
屋
に
一
点
灯
す
烏
瓜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

車
田
マ
サ
子

兄
弟
が
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
刈
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
本
ひ
ろ
み

誰
も
居
ぬ
時
噴
水
の
よ
く
上
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
部　

正
剛

地
味
よ
り
も
ど
派
手
に
生
き
よ
葉
鶏
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

領
田　

輝
恵

未
熟
児
の
す
く
す
く
育
ち
竹
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
矢
美
代
女

大
風
車
下
界
へ
霧
を
流
し
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
東
美
恵
子

コ
ス
モ
ス
の
風
に
押
し
行
く
車
椅
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部　

雅
代

稲
を
刈
る
首
に
つ
け
た
る
保
冷
剤

阿

南

川

柳

会

髙

木

旬

笑　

選

川　

柳　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　

公
美
子

図
書
館
の
隅
で
催
眠
術
に
会
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
田　

富
子

仲
間
か
ら
は
ぐ
れ
蛍
が
気
に
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
浅　

三
子

夕
茜
今
日
一
日
を
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
木　

寿
栄

心
に
も
栄
養
補
給
す
る
読
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　

臣
守　

愛
香

人
ら
し
く
輝
く
中
に
あ
る
笑
顔

平
成
22
年
阿
南
市
春
季

短
歌
大
会
作
品

短　

歌

小
熊　

節
子

紫
の
靄
か
と
見
ま
ご
う
藤
の
花
山
家
を
か
く
す
豊
か

な
る
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
盤　

久
子

馬
酔
木
は
万
の
提
灯
に
あ
か
り
つ
け
そ
よ
風
吹
け
ば

ワ
ル
ツ
を
奏
で
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
藤　

秀
子

時
を
待
ち
辛
夷
す
っ
く
と
背
伸
び
し
て
日
影
求
め
て

掌
を
ゆ
る
め
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
川　

育
世

争
い
を
避
け
て
は
事
に
妥
協
す
る
我
が
性
な
れ
ど
と

き
に
悔
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
浅　

久
枝

倖
せ
の
規
準
は
何
と
問
う
友
よ
働
き
食
べ
て
眠
れ
ば

足
ら
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
原　

寿
子

春
う
ら
ら
光
の
中
に
蝶
ふ
た
つ
そ
よ
吹
く
風
を
ゆ
り

か
ご
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
新
太
郎

寝
た
き
り
の
妻
し
か
知
ら
ぬ
曾
孫
ら
も
一
か
け
ら
づ

つ
の
骨
拾
ひ
た
り

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳　

句

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

和
子

ま
た
次
の
風
の
か
た
ち
に
芒
原

市
民
文
芸
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阿
南
ふ
る
さ
と
探
訪
その57

　
明
治
元
年
の
家
臣
姓
名
録

　

三
十
五
名
。
う
ち
常
勤
二
名
と
あ
る
。

京
北
野
今
小
路
七
本
松
西
江
入
町　
　
　
　
　
　

	

斯　

波　

要　

人

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西　

川　

政
之
助

河
内
讃
良
郡
河
内
屋
新
田　
　
　
　

醫
師　
　
　

友　

田　

泰　

三

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　

岡　
　
　

春　

三

城
州
葛
野
郡
下
山
田
村　
　
　
　
　

農
士　
　
　

玉　

村　

官　

平

城
州
葛
野
郡
岡
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉　

村　

新
太
郎

同
郡　

下
山
田
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　

源
之
助

同
郡　

太
秦
住　
　
　
　
　
　
　
　

武
術
師
範　

能　

義　

式　

部

　
　
　

従
是
以
下
格
式
次
第
不
同

京
都
六
軒
町
五
辻
下
ル
町　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

佐
々
木　

謙
之
亮

同
北
野
御
所
通
西
江
入
紙
屋
川
町　
　
　
　
　
　

	

武　

田　

仙　

助

常
勤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏　

師　

美
喜
藏

京
六
軒
町
五
辻
下
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廣　

瀬　

左　

仲

城
州
葛
野
郡
上
嵯
峨　
　
　
　
　
　

醫
師　
　
　

山　

下　

兵　

部

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　

同　
　
　

庄　

司

同
国
同
郡
下
山
田
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
村　

忠
右
衛
門

同
郡
下
山
田
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

兵
右
衛
門

同
郡
岡
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井　

沢　

亀
次
郎

常
勤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　

田　

又
三
郎

河
州
渋
川
郡
藏
作
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

隅　

武
次
郎

同
国
讃
良
郡
高
宮
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木　

作　

清
兵
衛

同
国
茨
田
郡
出
口
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

庄
左
衛
門

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　

庄
太
郎

大
坂
北
新
地
蜆
橋
北
詰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗　

山　

弥
四
郎

同
谷
町
弐
丁
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸　

地　

寅
之
助

同
内
平
野
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　

伏　

半　

七

大
坂
内
淡
路
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北　

尾　

善
之
助

摂
州
能
勢
郡
地
黄
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
木　

定
右
衛
門

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　

定　

助

丹
波
桑
田
郡
土
田
村　
　
　
　
　
　

醫
師　
　
　

山　

下　

主　

計

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　

同　
　
　

靫　

負

同
国
同
郡
同
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　

伊　

助

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

長
左
衛
門

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

彦
右
衛
門

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安　

達　

久　

藏

泉
州
岸
和
田
在　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

下　

雄　

泉

日
時　
11
月
20
日
㈯　

午
後
２

時
〜
４
時

会
場　
阿
波
公
方
民
俗
資
料
館

（
那
賀
川
町
）

演
題　
「
平
島
公
方
か
ら
見
た

江
戸
時
代

－

武
家
の
棟
梁
「
源

氏
」
の
諸
相

－

」

講
師　
徳
島
城
博
物
館
主
査　

根
津　

寿
夫
さ
ん

問
い
合
わ
せ
は　
阿
波
公
方
民

俗
資
料
館（
☎
42

－

２
９
６
６
）

へ 公
方
の
館

歴
史
講
座
の
ご
案
内

〆
三
十
五
人

　

外
ニ
他
行
致
し
候
者
も
有
之
候
ニ
付
、

篤
と
相
改
候
上
可
申
上
候
、
以
上

明
治
元
年

　

辰
十
二
月

表
紙
に

室
町
幕
府・平
島
公
方（
二
一
）

家
臣
に
つ
い
て

　

た
い
て
い
の
大
名
家
や
大
名
の
有
力

家
臣
に
は
家
臣
団
名
簿
が
あ
る
。
氏
名
、

職
名
、
禄
高
、
住
所
な
ど
が
書
か
れ
て

い
る
例
が
多
い
。

　

し
か
し
、
平
島
公
方
家
に
は
家
臣
名

簿
が
な
い
。
入
国
当
初
、三
千
貫
高（
一

貫
三
石
と
し
て
九
千
石
。
五
石
と
し
て

一
万
五
千
石
）
だ
か
ら
、
あ
る
程
度
の

家
臣
を
雇
え
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
茶
科

百
石
に
削
減
さ
れ
た
か
ら
大
幅
な
人
員

整
理
を
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

公
方
家
が
足
利
将
軍
の
末
流
と
は
い

え
、
徳
島
藩
の
客
分
。
つ
ま
り
浪
人
で

あ
る
か
ら
多
く
の
人
は
雇
え
な
い
。

　

島
津
華
山
、
高
橋
赤
水
な
ど
著
名
人

を
招
い
た
が
、
あ
く
ま
で
客
分
で
あ
る
。

家
臣
で
は
公
方
阿
波
退
去
時
、
随
従
が

許
さ
れ
ず
切
腹
し
た
冨
山
長
左
衛
門
の

よ
う
に
少
数
の
人
物
に
つ
い
て
は
連
載

中
必
要
に
応
じ
て
紹
介
し
て
き
た
。

退
去
時
の
家
来
名
簿

　

文
化
二
年
七
月
十
二
日
、
平
島
又
太
郎

か
ら
藩
家
老
へ
提
出
し
た
名
簿
に
は
一
九

一
人
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

仁
木
密
司
家
で
は
同
人
嫡
子
仁
木
太
郎
、

同
人
次
男
仁
木
庄
五
郎
、
同
人
三
男
仁
木

慶
治
、
同
人
五
男
仁
木
綾
蔵
、
同
人
六
男

仁
木
槙
蔵
計
六
人
が
書
き
出
さ
れ
て
い
る
。

切
腹
し
て
果
て
た
冨
山
長
左
衛
門
嫡
子
冨

山
堯
助
も
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
女
子

三
十
七
人
で
あ
る
。

裏
表
紙
に

　
　
　

（
続
く
）

　
　
　

参
考
「
平
島
公
方
史
料
集
」

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長　
　

湯　

浅　

良　

幸　
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那賀川図書館　☎42－3111
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　毎週日曜日　午前11時〜
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
11月13日㈯　午前８時30分〜10時

阿南図書館　☎23－2020
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　毎週日曜日　午後２時〜３時
★ぴよちゃんくらぶ
赤ちゃん（０〜３歳）のための
おはなし会　午前10時30分〜11時

☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　毎週土曜日　午後２時〜

羽ノ浦図書館　☎44－2100

阿南市立図書館だより
11 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
阿南図書館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
休 休 ☆ 休  蔵書点検による

特別休館日 ☆ 休 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 休 休 ◎ ☆ 休 ◆ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休

特　
別

休
館
日

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 休 ☆ 休 休 ☆ 休 ☆ 休  蔵書点検による

特別休館日 

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◆…阿波公方の苑美化作業　◎中学生によるピアノ演奏）

◎蔵書点検期間中は、本の貸し出し・返却・予約等すべての
業務が停止します。また、返却ポストも利用できませんの
でご注意ください。
本を返却される場合は、他の２館にお返しください。
◎蔵書点検のため、わかたけ号の11月の巡回は休みます。

　
色
は
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
、
元
気
な
ひ
ま

わ
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
イ
ラ
ス
ト
入
り
。

10
月
30
日
の
「
え
ほ
ん
コ
ン
サ
ー
ト
」

か
ら
登
場
し
ま
し
た
。

New・貸出バッグ
が仲間入り

〜新しい貸出バッ
グができました〜

蔵書点検による特別休館日のお知らせ

情報文化センターからのお知らせ

●劇団四季ファミリーミュージカル

『エルコスの祈り』前売りチケット発売開始

　夢と感動がいっぱい！親子で楽しめるミュージカルです。
日　　時　平成23年１月23日㈰

午後７時開演（６時30分開場）
会　　場　コスモホール（情報文化センター）
入 場 料　Ｓ　　席　4,000円

Ａ　　席　3,500円
車椅子席　3,500円
親 子 席　3,500円
補 助 席　3,000円
全席指定

※３歳未満の幼児は入場できま
せん。（託児所を開設しますの
でご希望の方は１月16日㈰ま
でに情報文化センターまでお
申し込みください。）

11月13日㈯午前８時30分から情報文化セン
ター窓口にて販売します。電話での受け付け
は午前10時からの発売となります。チケッ
トのご購入枚数は、お１人様１回につき５枚
までとさせていただきます。

●『第12回クリスマスLIVE』

出演者募集中

　12月19日㈰にコスモホールで開催します。出演希望
者は、要項により11月14日㈰までに情報文化センター
までお申し込みください。申込用紙・要項は情報文化セ
ンター、市民会館、夢ホールなどに備え付けています。

問い合わせは　情報文化センター（☎ 44−5000）へ
◎11月の休館日：１日、８日、９日、15日、22日、29日、30日

前 売 り
チケット
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ひろ
ば

市
民
の
情報

お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
平
成
22
年
分
年
末
調
整
説
明
会

日
時　
11
月
18
日
㈭　

午
前
10
時
〜

正
午
・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
（
夢
ホ
ー
ル
）
研

修
棟
１
階　

視
聴
覚
室

対
象
地
域　
阿
南
市

持
っ
て
く
る
も
の　
事
前
に
お
送
り

し
た｢

年
末
調
整
関
係
用
紙｣

●
「
税
を
考
え
る
週
間
」

期
間　
11
月
11
日
㈭
〜
17
日
㈬

テ
ー
マ　
「
Ｉ
Ｔ
化
・
国
際
化
と
税
」

〜
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

(

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ)

の
利
用
促
進
〜

週
間
中
の
活
動

▼
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
広
報

▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

▼
税
に
関
す
る
作
文
の
表
彰

▼
税
の
作
品
展
の
開
催

▼
小
学
生
タ
ッ
ク
ス
セ
ミ
ナ
ー

●
相
続
、
贈
与
等
に
よ
り
取
得
し
た

生
命
保
険
契
約
や
損
害
保
険
契
約
等

に
係
る
年
金
の
所
得
税
の
取
り
扱
い

を
改
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
扱
い
の
変
更
に
よ
り
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く

は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【w

w
w.

nta.go.jp
】
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
税
務
署
（
☎

22

－

０
４
１
４
）
へ

お
知
ら
せ

裁
判
員
制
度　
ま
も
な
く
名
簿

記
載
通
知
等
を
発
送
し
ま
す

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ

た
方
に
は
11
月
中
旬
に
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
こ
と
の
通
知
（
名
簿
記
載
通

知
）
及
び
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttp://w

w
w.saibanin.

courts.go.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
地
方
裁
判
所

事
務
局
総
務
課
（
☎
０
８
８

－

６
０

３

－

０
１
１
１
）
へ

お
知
ら
せ

古
い
電
話
帳
回
収
に
ご
協
力
を

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
地
球
に

や
さ
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
新
し

い
電
話
帳
を
お
届
け
す
る
際
に
古
い

電
話
帳
を
回
収
し
、
新
し
い
電
話
帳

の
原
材
料
と
し
て
い
ま
す
。
11
月
に

新
し
い
電
話
帳
を
お
届
け
し
た
際
に

は
、
配
達
員
に
今
ま
で
お
使
い
に
な

っ
た
古
い
電
話
帳
を
お
渡
し
く
だ
さ

い
。
ご
不
在
の
場
合
は
、
後
日
改
め

て
回
収
に
お
伺
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ

ン
タ
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
：
☎
０
１

２
０

－

５
０
６

－

３
０
９
）
へ

お
知
ら
せ

標
準
営
業
約
款
制
度

「
Ｓ
マ
ー
ク
」
を

ご
存
知
で
す
か
！

　

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律
で

定
め
ら
れ
た
消
費
者
（
利
用
者
）
擁

護
に
資
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
厚

生
労
働
大
臣
許
可
の
約
款
に
従
っ
て

営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た
、
理
容

店
、
美
容
店
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、

め
ん
類
飲
食
店
、
一
般
飲
食
店
で
は

店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

登
録
店
は
安
心
・
安
全
・
衛
生
を
約

束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
㈶
徳
島
県
生
活
衛

生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８

－

６
２
３

－

７
４
０
０
）
へ

阿南共栄病院からのお知らせ
●「産婦人科病棟」改修について
　当院は、阿南市内で唯一の分娩対応病院として、地域に密着
した医療を提供する役割を担っています。５月に実施した妊産
婦さんへのアンケート調査ではアメニティーの改善への要望が
多く寄せられました。お母さんと赤ちゃんの安全を第一に考え、
今より、安心して快適な入院生活を送っていただくために、産
婦人科病棟の全面改修工事を行っています。ご利用の皆様方に
は大変ご迷惑をおかけしておりますが、ご理解くださいますよ
うお願いします。
　なお、改修工事は年内には完了する予定です。
●「生活習慣病を学ぶ温泉の旅」参加者募集
　糖尿病や生活習慣病について学習し、ヘルシーな昼食と温泉
でリラックスし、初冬の月ヶ谷温泉周辺の散策を楽しみましょう。
日　　　時　12月５日㈰　午前10時〜午後３時
集 合 場 所　阿南共栄病院玄関
定　　　員　先着20人
参　加　費　4,000円（昼食・入浴代含む）
持ってくるもの　タオル・常備薬など
申込締切日　11月19日㈮
申し込み・問い合わせは　
　阿南共栄病院看護部（☎44－3131）へ

阿南光のまちステーションプラザ

●参加申込　阿南光のまちステーションプラザ（☎24－3141）

11月７日㈰　　13:00〜15:00　　   講師：松崎秀美さん

ちりめん（古布）で来年の
干支（うさぎ）作り

粘土で作ったうさぎの体に布を張り付け、耳の長いうさぎ
さん作り。子どもも参加できます。
●定員：10人●参加費：500円●申込締切：11月1日㈪

11月14日㈰　　13:00〜16:00　　　 講師：多田喜美代さん

アートクレーシルバー
作品作り

銀の粘土で自分だけのアクセサリー作りをしてみませんか。
●定員：10人●参加費：3,000円●申込締切：11月13日㈯

11月20日㈯　　13:00〜15:00　　　 講師：家形笑美子さん 

かずらで作るＬＥＤ
クリスマスツリー作り

かずらを編んでクリスマスツリーを作ってみませんか。ツ
リーの中にＬＥＤをつけて飾りましょう。
●定員20人●参加費3,000円●申込締切11月19日㈮

11月21日㈰　　13:00〜16:00　　　主催：レーヌ会　土肥真美さん

はじめてのプリザーブド
フラワーアレンジ講習会

作って楽しんで贈り物にも最適！ピンク・ブルー ･ イエロ
ーお好きな色を選んで申し込みください。
●定員15人●参加費1,500円●申込締切11月19日㈮

体験コーナー

●駐車場　阿南商工会議所駐車場をご利用ください。

10月13日㈬〜11月２日㈫　10:00〜20:00　主催：阿南の夏まつり実行委員会

夏まつりフォトコンテスト
入　賞　作　品　展

阿南の夏まつりの部（阿南の夏まつり期間中の写真）及び
光のまちづくりの部（阿南市の自然や観光地の写真）の応
募作品の中から入賞作品を展示。22点

11月５日㈮〜11月21日㈰　10:00〜20:00（最終日＝10:00〜17:00）講師：松崎秀美さん

ちりめんの小さな
人形と小物展

古布を使った人形やちりめん細工を展示します。「うさぎ」
を中心とした作品作りに取り組んできました。約130点

展示コーナー

★竹人形作り・星形あんどん作りカルチャー講座は月・木曜日を除く午後１時〜７時開催中!!
　くわしくは「阿南光のまちステーションプラザ」☎24－3141までお問い合わせください。

☆11月催しのご案内☆

赤澤医師に
よる講話が
あります。
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募
集ベ

ビ
ー
ヨ
ガ
教
室

「
べ
び
ぃ
ぽ
ん
ち
」

　

赤
ち
ゃ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
る
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
教
室
は
、

服
を
着
た
ま
ま
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
し
て
、
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
を
し
ま
す
。

対
象　
首
が
す
わ
っ
た
こ
ろ
〜
１
歳

半
く
ら
い
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん

日
時　
11
月
５
日
㈮
・
９
日
㈫
・
19

日
㈮
・
30
日
㈫
、
12
月
８
日
㈬
・
15

日
㈬
・
22
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
20
分

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　
バ
ス
タ
オ
ル
、

飲
み
物
（
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
）。

参
加
費　
１
回
５
０
０
円
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
末
本

（
☎
０
８
０

－

２
２
４
４

－

７
８
５

４
）
へ

募
集

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
の
会
「
阿
南
」

初
心
者
講
習
会
参
加
者
募
集

　

カ
ン
ト
リ
ー
＆
ウ
エ
ス
タ
ン
メ
ロ

デ
ィ
ー
に
の
っ
て
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
ス
ク
エ
ア

ダ
ン
ス
は
、
男
女
８
人
が
手
を
と
り

輪
に
な
っ
て
踊
る
軽
快
な
踊
り
で
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
毎
週
金
曜
日　

午
後
７
時
〜

９
時

場
所　
富
岡
公
民
館
ホ
ー
ル

募
集
期
間　
11
月
中
旬
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
ス
ク

エ
ア
ダ
ン
ス
の
会　

松
繁
（
☎
22

－

５
０
１
０
）
へ

募
集

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」・「
日
系
社
会
シ
ニ
ア
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
ま
す

　

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

幅
広
い
技
術
や
豊
か
な
経
験
を
活
か

し
て
開
発
途
上
国
の
人
々
の
自
助
努

力
を
促
進
さ
せ
る
協
力
活
動
で
、
日

系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

中
南
米
の
日
系
人
・
日
系
人
社
会
へ

貢
献
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

申
込
締
切
日　
11
月
８
日
㈪
（
消
印

有
効
）

応
募
資
格　
満
40
歳
〜
満
69
歳
の
日

本
国
籍
を
持
つ
方

※
11
月
初
旬
ま
で
全
国
各
地
で
「
体

験
談
＆
説
明
会
」
を
開
催
。
く
わ
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
ジ
ャ

イ
カ
）
四
国
（
☎
０
８
７

－

８
２
１

－

８
８
２
４
）
へ

募
集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
募
集

　

入
校
と
同
時
に
高
等
学
校
の
通
信

過
程
に
入
学
し
、
３
年
間
で
高
校
卒

業
資
格
を
取
得
で
き
、
生
徒
過
程
を

修
了
（
見
込
み
を
含
む
）
す
る
と
、

防
衛
大
学
校
学
生
・
航
空
学
生
の
受

験
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

資
格　
中
卒
（
見
込
含
む
）
17
歳
未

満
の
男
子

受
付
期
間　
11
月
１
日
㈪
〜
平
成
23

年
１
月
７
日
㈮

試
験
期
日　
１
次
試
験　

平
成
23
年

１
月
22
日
㈯

入
校　
平
成
23
年
４
月
上
旬

問
い
合
わ
せ
は　
自
衛
隊
阿
南
地
域

事
務
所
（
☎
22

－

６
９
８
１
）
へ

募
集

小
学
３
年
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

冬
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

　

体
験
を
通
し
て
、
お
互
い
の
理
解

や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

内
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
文
化
交
流
な
ど

派
遣
先　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
、
サ
イ
パ
ン
、
フ
ィ
ジ
ー

日
程　
12
月
25
日
㈯
〜
平
成
23
年
１

月
２
日
㈰　

７
〜
８
日
間

対
象　
小
学
３
年
生
〜
高
校
３
年
生

参
加
費　
19
万
８
千
円
〜
36
万
８
千

円
（
共
通
経
費
は
別
途
）

申
込
締
切
日　
11
月
８
日
㈪
（
申
し

込
み
は
先
着
順
で
す
。）

※
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
文
部
科
学
省
所
管

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

（
☎
０
３

－６
４
５
９

－４
６
６
１
）
へ

募
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

平
成
22
年
度
受
講
者
募
集
中
！

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
通

信
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

内
容　
生
涯
学
習
通
信
講
座
（
趣
味

か
ら
資
格
ま
で
２
０
０
コ
ー
ス
以

上
）

募
集
期
間　
通
年
申
し
込
み
受
け
付

け問
い
合
わ
せ
は　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
（
☎

０
４
２

－

５
７
２

－

３
１
５
１
）
へ

講
演
会

北
朝
鮮
の
人
権
侵
害
を
考

え
る
市
民
集
会
（
入
場
無
料
）

日
時　
11
月
21
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
（
１
時
開
場
）

会
場　
那
賀
川
図
書
館　

研
修
室

講
師　
萩
原　

遼
さ
ん
（
高
知
県
出

身
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

テ
ー
マ
「
帰
国
事
業
の
真
実
」

※
手
話
通
訳
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
Ｈ
Ｒ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
徳
島　

丸
山（
☎
22

－

１
０
３
３
）

へ市
民
劇
場
11
月
例
会

「
新・裸
の
大
将
放
浪
記
」

　

阿
南
市
民
劇
場
に
入
会
し
て
、
演

劇
を
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
27
日
㈯

　
　
　

午
後
６
時
30
分
開
演

場
所　
市
民
会
館

入
会
金　
一
般
２
，
３
０
０
円
（
学

生
１
，
３
０
０
円
、
小
中
高
生
１
，

０
０
０
円
）

月
額
会
費　
一
般
２
，５
０
０
円（
学

生
１
，
２
０
０
円
、
小
中
高
生
９
０

０
円
）
※
小
中
学
生
は
１
，
９
０
０

円
で
１
回
だ
け
で
も
鑑
賞
可
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
市
民
劇
場

（
☎
23

－

４
３
０
４
）
へ　

火
〜
土

曜
日
の
午
後
１
時
〜
６
時
に
開
局
。

日時　11月20日㈯ 午後２時〜
場所　夢ホール　ホワイエ
入場料　500 円（ワンドリンク
付き、２人以上 20％割引、５
人以上 40％割引）
未就学のお子さんは、入場無料
出演　久米見奈子さん
曲目　「崖の上のポニョ」「熊蜂
の飛行」ほか
問い合わせは　ＮＰＯ法人夢ホ
ール市民協議会夢つくりあなん
（☎ 23－ 5599）へ

夢ホールホワイエコンサート
小さな子どもたちのための音楽会

♪マリンバ♪
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－

０
７
０

－

８
１
０

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課
（
☎
０
８
８

－

６
２
２

－

４
８
９
４
）
へ

催
し

シ
ル
バ
ー
大
学
校
阿
南
校
連
合

Ｏ
Ｂ
会　
第
１
回
合
同
作
品
展

日
時　
11
月
30
日
㈫
、
12
月
３
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は

午
後
４
時
ま
で
）

場
所　
四
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
阿

南
（
橘
町
）

内
容　
日
本
画
、
洋
画
、
書
道
、
写

真
、
手
芸
、
陶
芸
、
ク
ラ
フ
ト
、
彫

刻
、
文
芸
な
ど
１
７
０
点

問
い
合
わ
せ
は　
シ
ル
バ
ー
大
学
校

阿
南
校
事
務
長　

山
川
（
☎
27

－

１

３
０
４
）
へ

イ
ベ
ン
ト

阿
南
第
九
の
会

第
２
回
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す

　

年
末
に
か
か
せ
な
い
「
第
九
」
を

ぜ
ひ
阿
南
で
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
５
日
㈰　

午
後
２
時
開

演
（
１
時
30
分
開
場
）

場
所　
コ
ス
モ
ホ
ー
ル

内
容　
▼
日
本
の
四
季
よ
り｢
夕
や

け
こ
や
け｣

ほ
か
▼
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア

と
合
唱
「
歌
劇
椿
姫
」
ほ
か
▼
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
交
響
曲
第
九
番
よ

り
第
４
楽
章

入
場
料　
１
，
０
０
０
円
（
高
校
生

以
下
は
無
料
）

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
第
九
の
会
事

務
局
（
☎
０
９
０

－

８
９
８
０

－

０

２
５
３
）
へ

相
談全

国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
、

職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
夫
や
パ

ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
な
ど
女
性
の

人
権
問
題
に
関
す
る
専
用
相
談
電
話

で
す
。
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
法
務

局
職
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

日
時　
11
月
15
日
㈪
〜
21
日
㈰　

午

前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
（
土
・
日

は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

相
談
受
付
電
話
番
号　
☎
０
５
７
０

　

来
月
号
か
ら
原
稿
締
切
日
を
掲

載
月
の
前
々
月
の
月
末
（
最
後
の

平
日
）
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

例
え
ば
、
12
月
号
の
原
稿
締
切
日

は
、
10
月
29
日
㈮
で
す
。
な
お
、

来
年
２
月
号
の
原
稿
締
切
日
は
12

月
28
日
㈫
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

秘
書
広
報
課

（
☎
22

－

１
１
１
０
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
22

－

４
０
９
０
）
へ

「
市
民
の
情
報
ひ
ろ
ば
」
へ
の

原
稿
締
切
日
を
変
更
し
ま
す

健
康
い
き
い
き
情
報

高
齢
期
か
ら
の

筋
力
ア
ッ
プ
体
操
教
室

　

加
齢
と
共
に
低
下
す
る
筋
力
を
適

度
な
運
動
で
維
持
向
上
し
、
転
ば
な

い
足
腰
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

日
時　
11
月
11
日
㈭　

午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分（
10
時
〜
受
け
付
け
）

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

講
師　
健
康
運
動
指
導
士　

井
上

澄
さ
ん

対
象　
65
歳
以
上
で
運
動
制
限
の
な

い
方

持
っ
て
く
る
も
の　
タ
オ
ル
・
健
康

手
帳
（
無
い
方
は
交
付
し
ま
す
。）

※
入
場
無
料
・
申
し
込
み
不
要

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

11
月
は
体
組
成
を
測
定
し
ま
す
。

自
分
の
基
礎
代
謝
量
や
内
臓
脂
肪
の

状
態
な
ど
を
把
握
し
て
、
健
康
管
理

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
５
日
㈮　

午
前
10
時
〜

11
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
装
着
者
は
測
定

で
き
ま
せ
ん
。

阿
波
踊
り
体
操
教
室

　

運
動
不
足
の
方
、
メ
タ
ボ
が
気
に

な
る
方
、
足
腰
の
衰
え
が
気
に
な
る

方
に
お
す
す
め
で
す
。

日
時　
11
月
12
日
㈮　

午
前
10
時
〜

11
時
30
分（
９
時
30
分
〜
受
け
付
け
）

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

講
師　
徳
島
大
学　

大
学
開
放
実
践

セ
ン
タ
ー
教
授　

田
中
俊
夫
さ
ん

対
象　
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

※
入
場
無
料
・
申
し
込
み
不
要

第
３
回
ひ
ま
わ
り
会
館
活
動
交
流
会

　

ひ
ま
わ
り
会
館
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
が
、
交
流
や
情
報
交
換
を
目
的

と
し
た
活
動
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

交
流
会
で
は
、
舞
踊
・
コ
ー
ラ
ス
な

ど
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
が
発
表
さ

れ
る
ほ
か
、
手
芸
工
芸
品
等
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
ま
す
。
多
数

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
11
月
14
日
㈰　

午
後
０
時
30

分
〜
４
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

問
い
合
わ
せ
は　

ひ
ま
わ
り
会
館

（
☎
23

－

６
６
０
０
）
へ

問
い
合
わ
せ
は

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－１
５
９
０
）
へ
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と
き

と　
こ　
ろ

２
日
㈫
新
野
公
民
館

宝
田
公
民
館

８
日
㈪
福
井
町
総
合
セ
ン
タ
ー

長
生
公
民
館

10
日
㈬
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館

加
茂
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

12
日
㈮
桑
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

羽
ノ
浦
公
民
館

16
日
㈫
椿
公
民
館

椿
泊
老
人
憩
い
の
家

17
日
㈬
中
野
島
公
民
館
上
中
分
館

22
日
㈪
大
野
老
人
憩
い
の
家

橘
町
総
合
セ
ン
タ
ー

30
日
㈫
ひ
ま
わ
り
会
館

達
者
で
お
ろ
な
健
康
教
室

　

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
楽
し
め
て
、
た
め
に
な
る

高
齢
者
の
憩
い
の
場
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
間　
新
野
・
福
井
・
那
賀
川
・
桑

野
・
椿
・
中
野
島
・
大
野
地
区
で
の

開
催
は
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

椿
泊
地
区
は
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

そ
の
他
の
地
区
で
は
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
で
す
。

内
容　
血
圧
測
定
、
検
尿
、
健
康
相

談
や
阿
波
踊
り
体
操
の
ほ
か
「
株
ち

ゃ
ん
の
若
返
り
体
操
」
も
行
い
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の　
健
康
手
帳
（
無

い
方
は
交
付
し
ま
す
）

麻しん・風しんの
予防接種はお済みですか
　麻しん・風しんの予防接種が
混合ワクチンで２回接種になっ
ています。
　次の対象者は、無料で接種が
受けられますので、お早めに委
託医療機関で接種してください。

●第１期対象
　生後12カ月〜24カ月未満
●第２期対象
　平成16年４月２日〜
　平成17年４月１日生まれ

●第３期対象
　平成９年４月２日〜
　平成10年４月１日生まれ

●第４期対象
　平成４年４月２日〜
　平成５年４月１日生まれ

『脳卒中予防栄養講座』
〜脳卒中になりやすい

食事をしてないか
チェックしませんか〜

対象　市在住の65歳以上の方
日時　11月18日㈭
　　　午前10時〜午後１時
場所　ひまわり会館
内容　講義と調理実習
参加費　400 円（調理実習費）
募集人数　30人
申込締切日　11月４日㈭

骨粗しょう症予防栄養講座
〜いつまでも若々しい骨を保つ
ために今からできること〜

●４0歳〜64歳の方（市在住）
は12月15日㈬に開催
●65歳以上の方（市在住）は
12月８日㈬に開催
※いずれも午前10時〜午後１
時
場所　ひまわり会館
内容　講義と調理実習
参加費　400 円（調理実習費）
募集人数　各 30人
申込締切日　11月30日㈫

　皆さんは、癌を治らない病気と思っていませんか？
現在、癌は原因が分かっていませんが、早期に発見すると決して怖がる必要はなく、
全ての癌が死に至るというわけではありません。しかし、日常診療していてつくづ
く思うことですが、癌を甘くみてはいけません。もう少し早く相談し検査していれ
ば手遅れになることはなく、本人はもちろん家族にも心配をかけなくてもすむのに
と思うことがあります。何よりも大事なのは「早期発見　早期治療」です。
　まず自分でできることは、毎日自分の便を見ることです。あなたが子どもだった
ころ、あなたを育ててくれたお母さんは、オムツの中の便を見て健康状態を把握し
て育ててくれたはずです。大人になれば毎日自分でチェックし、いつもの便と違っ
た便が続くようであれば医師に相談してください。自覚症状としては、便秘や下痢
を繰り返す、便がいつもより細い、便が黒い、下腹部の痛みや違和感があったり、
何かお腹に腫瘤が触れる等の時は早く医師に相談してください。
　また大切なのは定期健診です。11 月から大腸がん検診が始まりますので、必ず
受けて早期発見して命を守りましょう。便を目で見て異常がなく、症状がない時で
も検診は定期的に受けましょう。患者さんの中には、病気の発見を怖がって検査を
受けない人もいます。しかし、手遅れ段階で検査をするから癌は恐ろしいもの、死
ぬ病気だという意識が生まれますが、毎年検診を受けていれば、たとえ癌になって
も早期に発見でき、大腸がんは早期で治療すれば 100％死に至ることはなく、決し
て恐ろしい病気ではないのです。先々に心配するよりも、とにかくまず検査するこ
とが命を助けることにつながります。勇気を出して検診を受けましょう !!

大腸がん検診実施期間　　11月１日㈪〜12月15日㈬　　　　
実施場所　　市内医療機関　　　　
対　　象　　40歳以上の市民の方　　　　　　　　
費　　用　　1,100 円
検診方法　　医療機関で採便容器をもらい、その容器に２日分の便を採り、
再度医療機関へ提出します。後日医療機関へ結果を聞きに行きます。
持っていくもの　がん検診等受診券（６月末に各個人に郵送している赤色のハガキ）
※阿南市国民健康保険加入者、高齢受給者、後期高齢者被保険者の方は保険
証。大腸がん検診が無料になります。

ぜひ大腸がん検診を受けましょう
ひとことメモ阿南市医師会

がん検診担当内科医
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11月　献 血 実 施 一 覧

日 採血場所 所在地 採血時間

５日
㈮

阿南税務署 富 岡 町 10：00
〜11：10

中四国農政局
那賀川農地
防災事業所

日開野町 12：50
〜14：10

阿南生コンク
リート工業㈱
（阿南ライオ
ンズクラブ協
賛）

宝 田 町 14：50
〜16：30

18日
㈭ 阿南アピカ 西路見町 10：15

〜16：30

※ 400ml 献血のみの実施です。

※一般の方のご協力もよろしくお願いします。

問い合わせは　徳島県赤十字血液センター
　　　　　　　（☎088－631－3200）へ

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

お
子
さ
ん
が
す
こ
や
か
に
成
長
す

る
こ
と
を
願
い
、
育
児
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
無
料
で
施
設
を
開
放
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
遊
び
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２

時《
11
月
の
日
程
》

5
日
㈮　

コ
ス
モ
ス
を
見
に
行
こ
う

12
日
㈮　

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
で
遊
ぼ
う

16
日
㈫　

カ
レ
ー
作
り

講
師
：
管
理
栄
養
士　

佐
々
木
さ
お
り
さ
ん
（
参

加
申
込
が
必
要
で
す
。）

26
日
㈮　

お
誕
生
会

う
た
っ
て
あ
そ
ぼ
う　
２
日
㈫
・
９

日
㈫
・
19
日
㈮
・
30
日
㈫

　

手
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

し
ま
す
。

お
弁
当
タ
イ
ム　
午
前
11
時
45
分
〜

　

お
弁
当
持
参
で
楽
し
く
食
べ
て
い

ま
す
。
参
加
は
自
由
で
す
。

※
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
随
時
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保

育
所
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
44

－

５
０
５
９
）
へ

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

日
時　
平
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時

《
11
月
の
日
程
》

2
日
㈫　

び
っ
く
り
箱
を
作
ろ
う

９
日
㈫　

人
形
劇
：
お
話
ポ
ケ
ッ
ト

「
お
だ
ん
ご
パ
ン
」

16
日
㈫　

学ま
な
ぶお
兄
ち
ゃ
ん
と
踊
ろ
う

30
日
㈫　

お
誕
生
会

※
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
随
時
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
今
津
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
☎
42

－

０
７
２
０
）
へ

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

（
橘
保
育
所
）

日
時　
平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

《
11
月
の
日
程
》

2
日
㈫　

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

9
日
㈫　

お
話
い
っ
ぱ
い

16
日
㈫　

遠
足
：
橘
中
浦
緑
地
公
園

（
参
加
申
込
が
必
要
で
す
。）

30
日
㈫　

お
誕
生
会

問
い
合
わ
せ
は　
橘
保
育
所
（
☎
27

－

１
４
４
１
）
へ

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２

時《
11
月
の
日
程
》

2
日
㈫　

人
形
劇
「
ま
ん
ま
る
パ

ン
」

5
日
㈮　

保
育
所
行
事
の
た
め
休
み

9
日
㈫　

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト

16
日
㈫　

お
い
も
パ
ー
テ
ィ

30
日
㈫　

お
誕
生
会

問
い
合
わ
せ
は　
平
島
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
☎
21

－

２
０
０
２
）
へ

子
育
て
ひ
ろ
ば

子
育
て
ひ
ろ
ば

　

阿
南
健
康
完
歩
マ
ッ
プ
は
市
内
16

コ
ー
ス
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

紹
介
し
て
お
り
、
積
立
貯
筋
通
帳
に

歩
い
た
距
離
を
貯
め
ま
す
。
積
立
貯

筋
通
帳
が
一
杯
（
四
国
88
札
所
を
徒

歩
で
巡
っ
た
距
離
１
，
２
０
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
相
当
）
に
な
れ
ば
、
健

康
増
進
の
認
定
証
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
す
。
楽
し
く
目
標
を
持
っ
て
歩

き
、
筋
力
を
維
持
増
強
し
、
日
々
の

健
康
増
進
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
年
完
歩
さ
れ
た
方
の
感
想

　
「
お
腹
が
へ
っ
こ
み
、
引
き
締
ま

っ
た
よ
う
な
感
じ
で
す
。
歩
く
道
中

で
季
節
感
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。」

阿
南
健
康
完
歩
マ
ッ
プ
と
積
立
貯
筋

通
帳
の
設
置
場
所　
阿
南
ひ
ま
わ
り

会
館
及
び
各
公
民
館

阿
南
健
康
完
歩
マ
ッ
プ
と

積
立
貯
筋
通
帳
を
ご
存
知
で
す
か

にこにこひろばのようす。
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　幼稚園の子どもたちは、休みの前日には、上靴や貸し出し絵本など、家に持

ち帰る荷物がたくさんあります。ある日、Aさんが両手に荷物をいっぱい持っ

て、「重い！重い！」を連発。

「重いけどみんないっしょよ〜！Aさんも頑張って持って帰ってね。」という

先生の励ましにも、

「重い〜。もう持てない。重すぎる〜。」の繰り返し。すると先生が、

「どれどれ。どのくらい重たいん？」

とAさんの荷物を替わって持ちました。

「重い！これは重たいなあ。先生でもなかなか持てんわ。Aさんは力持ちじゃ

なあ。こんなに重い荷物が持てて。」

その先生の一言で先程まで「重い！重い！」を連発していたAさんは、得意

そうな顔つきになって、弱音も吐かず、両手にしっかりと荷物を持って、元気

いっぱいに降園していきました。

　人の喜びや悲しみ、頑張りをその人のように感じることが“共感する”とい

うことです。先生が相づちを打つだけでなく、同じ思いを体験してくれたこと

で、頑張る力や我慢する力が湧いてきたAさん。いろいろな人たちや仲間と

関わりながら、共感や共苦の関係を豊かに共有できる中でこそ、頑張ったり我

慢したりする気持ちが無理なく身に付いていくのだなあと実感した出来事でし

た。

　保護者の皆さんも何かしながらの相づちをするのでなく、子どもと向き合っ

て“しっかりと共感する”ことを大切に積み重ねていってくださいね。

　	 学校教育課　

− 共 感 す る −子育て一言メモ

15
日
㈪　

発
育
計
測

19
日
㈮　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
バ
ス
遠
足

（
お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば
は
休

園
）

26
日
㈮　

お
は
な
し
こ
ろ
り
ん

29
日
㈪　

お
誕
生
会

※
自
衛
隊
駐
屯
地
建
設
工
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
来
所
時
に
は
安
全
運

転
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
５

－

38

－
１
１
６
３
）
へ

つ
ど
い
の
広
場
・

す
く
す
く
in
阿
南

　

子
育
て
相
談
や
子
ど
も
と
保
護
者

間
の
交
流
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

《
11
月
の
日
程
》

10
日
㈬　

桑
野
公
民
館

12
日
㈮　

新
野
公
民
館

17
日
㈬　

長
生
公
民
館

24
日
㈬　

福
井
公
民
館

26
日
㈮　

加
茂
谷
公
民
館

　

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー
ム

で
の
開
催
は
５
日
㈮
・
９
日
㈫
・
16

日
㈫
・
19
日
㈮
・
30
日
㈫
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

－

１
５
９
３
）
へ

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

《
11
月
の
日
程
》

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時１
日
㈪　

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

５
日
㈮　

高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
食

事
会　

８
日
㈪　

発
育
計
測
・
健
康
相
談

10
日
㈬　

ベ
ビ
ー
ヨ
ガ

12
日
㈮　

収
穫
祭

病
後
時
保
育
だ
よ
り

（
岩
城
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
手
遊
び
・

手
作
り
お
や
つ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
20
日
㈯　

午
後
２
時
〜

３
時

場
所　
岩
城
ク
リ
ニ
ッ
ク
３
階

　
　
　

保
育
室

※
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
岩
城
ク
リ
ニ
ッ
ク

病
後
時
保
育
（
午
前
９
時
〜
午
後
６

時
☎
０
８
０

－

１
９
９
８

－

７
４
７

６
７
）
へ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の

投
与

日
時　
11
月
９
日
㈫
・
25
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、
６

週
間
以
上
あ
け
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

日時　11月14日㈰　午前９時30分〜午後２時
　　　※公共交通機関をご利用ください。
　　　※入場無料
場所　阿南工業高等専門学校（見能林町）
内容　こどもの発表プログラム（14ステージ）

こどものあそび（７ブース）
こどもの実験・観察（５ブース）
こどものものづくり（14ブース）
こどもの大型体験（13ブース）

　午前９時30分から野外ステージで開会宣言、市内
幼小中の児童・生徒の特技の発表があります。屋外で
はミニＳＬやトーマスなど乗り物がいっぱい。また、
モノレールやパトカー、白バイにも乗ろう。体育館内
では、親子木工教室やパタパタ蝶・竹人形づくりなど
で遊んでみませんか。
問い合わせは　生涯学習課（☎22−3391）へ

第８回

阿南市こどもフェスティバル

みんな集まれ！経験・体験  さぁチャレンジ！

小雨決行

広報平成22年（2010年）11月1日 〔第628号〕 26



人口と世帯数

人口 77,927人（＋    4）
男 37,600人（＋  15）

女 40,327人（−  11）

世帯数 29,234世帯（＋  24）

●平成22年９月末日現在 (　 )内は前月対比

相　　　　談 日（曜日） 時　　　間 場　　　所 問い合わせは

行 政 相 談 ９日㈫ 午前9時30分〜
11時30分 市役所市民相談室 市民生活課

☎22－1116

法 律 相 談 ４日㈭
午後1時30分〜
4時30分　	要予約

市役所市民相談室 市民生活課	☎22－1116

消費生活相談 平日開館しています 午前9時30分〜
午後4時30分 消費生活センター 消費生活センター

☎24－3251

登 記 相 談 26日㈮ 午後2時〜4時 ひまわり会館 市民生活課
☎22－1116

心配ごと相談 １・８・15・22・
29㈪

午前10時〜
午後3時

市民会館内
社会福祉協議会

社会福祉協議会
☎23－7288

出 前
心配ごと相談

１日㈪ 午前10時〜
午後3時 見能林公民館 社会福祉協議会

☎23－7288

特設人権相談 10日㈬ 午後1時30分〜
4時 桑野公民館 人権・男女参画課

☎22－3094

人 権 相 談 所 10日㈬ 午後1時30分〜
4時 ひまわり会館１階 人権・男女参画課

☎22－3094

健 康 相 談 ５日㈮ 午前10時〜11時 ひまわり会館 保健センター
☎22－1590

栄 養 相 談 18日㈭ 午前10時〜11時
要予約

ひまわり会館 保健センター
☎22－1590

年 金 相 談 ４日㈭ 午前9時〜
午後4時　	要予約

市工業振興センター 徳島南社会保険事務所
☎088－652－1511

女性の生き方
何 で も 相 談

２・９・16・30㈫
12・26㈮

午後1時〜5時
午後1時〜4時

要予約
市民会館２階　相談室 男女共同参画室分室

☎22－0361

スポーツ施設11月の休館日
サンアリーナ 1・8・15・22・29日
那賀川スポーツセンター 4・10・17・24日
羽ノ浦総合国民体育館 1・8・15・22・29日
羽ノ浦健康スポーツランド 1・8・15・22・29日

11月の相談日

11月の休日・夜間診療

●休日昼間　午前９時〜午後５時
日 医療機関名 所在地 問い合わせは
3 古川小児科内科医院 領 家 町 ☎23−3306

7 生野外科胃腸科 羽ノ浦町 ☎44−5511

14 益崎胃腸科内科医院 那賀川町 ☎42−0022

21 松尾医院 内 原 町 ☎26−1559

23 岸医院 富 岡 町 ☎23−0272

28 宮本内科明治橋診療所 羽ノ浦町 ☎44−3700

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、

　阿南市医師会（☎22－1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）　午後５時〜11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22－1313）までお問い合わせください。

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診できます。

※相談は無料です。ご予約が必要なものもありますので、
くわしくは、直接担当課までお問い合わせください。

※12月の法律相談の予約は、11月１日から受け付けています。

11月の市税

問い合わせは　納税課（☎22－1792）へ

▪ 固 定 資 産 税（第４期）

▪ 国民健康保険税（第６期）

納期限は、11月30日㈫です。納め忘れのないよう
にしましょう。

〜市税の納付は口座振替が安全で便利です。〜

●市税日曜窓口 11月28日㈰ 
　午前8時30分〜午後5時　市役所1階納税課
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　神
み

輿
こし

渡
と

御
ぎょ

の先
さき

触
ぶれ

と警護の意味で行われる「宿
しゅくふり

振」
は、江戸時代の大名行列をまねたもの。

男たちのけんかだんじり…橘町
　毎年10月１日になると橘の船だんじりの提灯に伝統の灯がともされる。江戸時代前

期から続く橘の秋祭りは、時代とともに形態を変え、いつしか「けんかだんじり」と呼

ばれるようになった。この特色のある祭りを見ようと、多くの人が橘を訪れる。

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見

ぶらりまち紀行

阿南 第54回〜地域の輝き〜

　地元の小学生が御旅所で浦安の舞を奉納するよう
す。半年も前から練習を重ねてきました。

　屋台でダーツゲームを楽しむ地元の小学生たち。
そこには、昔ながらの風景がありました。

　元気いっぱいにだんじりを引っ張る子どもたち。
橘の子どもたちはみんなだんじりが大好き。

　神輿渡御の途中、当屋の木内さんから「みそでん
がく」がふるまわれました。

　ちょーさじゃ！ちょーさじゃ！と威勢よく街中を
練り歩く神輿渡御。

編集室の

窓
　

11
月
９
日
が
「
１
１
９
番
の
日
」
に
制
定
さ
れ
て
今
年
で
23
年
目
を
迎
え
ま
す
。
取
材
中
、
１
１
９
番
通
報
の
や
り
取
り
や
災
害
現

場
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
消
防
活
動
が
私
た
ち
の
生
活
に
身
近
な
も
の
で
あ
る
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
私
自
身
、
１
１
９
番
通

報
の
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ざ
と
い
う
時
は
本
当
に
慌
て
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
今
回
の
特
集
が
少
し

で
も
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。（
山
）

　
「
い
ー
さ
ん
じ
ゃ
い
！
」「
も
ー
ど
っ
せ
！
」
の

掛
け
声
で
相
手
の
だ
ん
じ
り
め
が
け
て
突
進
す
る

よ
う
す
。
４
㌧
も
あ
る
だ
ん
じ
り
が
ぶ
つ
か
り
合

う
ス
リ
ル
と
興
奮
を
楽
し
も
う
と
、
毎
年
、
大
勢

の
見
物
人
で
に
ぎ
わ
う
「
け
ん
か
だ
ん
じ
り
」。

　

ま
つ
り
の
熱
気
が
最
高
潮
に
達
し
た
午
前
２
時
ご
ろ
。
御
旅
所
で
は
、
大
勢
の
見
物
人

が
見
守
る
な
か
、
だ
ん
じ
り
を
巧
み
に
操
り
な
が
ら
鋭
角
の
コ
ー
ナ
ー
を
曲
が
っ
て
お
宮

入
り
さ
せ
る
「
引
き
回
し
」
が
行
わ
れ
、
最
後
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
懸
命
に
駆
け
込
む

若
者
の
勇
姿
に
、
見
物
人
か
ら
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、

西
組
に
よ
る
獅
子
舞
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

いーさんじゃい！

もーどっせ！




